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(57)【要約】
　本発明は一つの急速充電方法、電源アダプター及びモ
バイル端末を提供する。当該方法は電源アダプターに応
用される。電源アダプターとモバイル端末とはＵＳＢイ
ンタフェースを通じて接続される。ＵＳＢインタフェー
スの中の電源線は電源アダプターによるモバイル端末に
充電することに用いられ、ＵＳＢインタフェースの中の
データケーブルが電源アダプターとモバイル端末との二
方向の通信に用いられる。電源アダプターが普通充電モ
ードと急速充電モードとを支持し、急速充電モードの充
電電流は普通充電モードの充電電流より大きい。当該方
法は、電源アダプターがＵＳＢインタフェースの中のデ
ータケーブルを通じてモバイル端末と二方向の通信を行
うことにより、急速充電モードで前記モバイル端末に充
電することを決定するステップと、電源アダプターが充
電電流を急速充電モードに対応する充電電流に調整し、
モバイル端末に充電するステップと、を含む。本発明の
実施例により、急速充電の過程の安全性が向上される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　急速充電方法であって、
　前記方法は電源アダプターに応用され、前記電源アダプターとモバイル端末とはユニバ
ーサル・シリアル・バスのＵＳＢインタフェースを通じて接続され、
　前記ＵＳＢインタフェースの中の電源線は前記電源アダプターが前記モバイル端末に充
電することに用いられ、
　前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルは前記電源アダプターと前記モバイル
端末との二方向の通信に用いられ、
　前記電源アダプターは普通充電モードと急速充電モードとを支持し、前記急速充電モー
ドの充電電流は前記普通充電モードの充電電流より大きく、
　前記方法は、
　前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記
モバイル端末と二方向の通信を行うことにより、前記急速充電モードで前記モバイル端末
に充電することを決定するステップと、
　前記電源アダプターが充電電流を前記急速充電モードに対応する充電電流に調整し、前
記モバイル端末に充電するステップと、を含む急速充電方法。
【請求項２】
　前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記
モバイル端末と二方向の通信を行うことにより、前記急速充電モードで前記モバイル端末
に充電することを決定するステップは、
　前記電源アダプターが前記モバイル端末に第一コマンドを送信し、前記第一コマンドが
、前記モバイル端末が前記急速充電モードをスタートするか否かにを問うのに用いられる
ステップと、
　前記電源アダプターが前記モバイル端末から前記第一コマンドの返信コマンドを受信し
、前記第一コマンドの返信コマンドが、前記モバイル端末が前記急速充電モードのスター
トを同意することを示すステップと、を含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記電源アダプターが前記モバイル端末に第一コマンドを送信する前に、前記方法は、
　前記電源アダプターと前記モバイル端末との間は前記普通充電モードで充電をするステ
ップをさらに含み、
　前記電源アダプターが前記モバイル端末に前記第一コマンドを送信するステップは、
　前記電源アダプターが前記普通充電モードの充電時間が所定の閾値より大きいことを決
定した後、前記モバイル端末に前記第一コマンドを送信するステップを含む請求２に記載
の方法。
【請求項４】
　前記電源アダプターは充電電流を前記急速充電モードに対応する充電電流に調整し、前
記モバイル端末に充電する前に、前記方法は、
　前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記
モバイル端末と二方向の通信を行うことにより、前記急速充電モードに対応する充電電圧
を決定するステップと、
　前記電源アダプターが充電電圧を前記急速充電モードに対応する充電電圧に調整するス
テップと、を含む請求項１ないし３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記
モバイル端末と二方向の通信を行うことにより、前記急速充電モードに対応する充電電圧
を決定するステップは、
　前記電源アダプターが前記モバイル端末に第二コマンドを送信し、前記第二コマンドが
、前記電源アダプターの現在の電圧が前記急速充電モードの充電電圧として適切であるか
否かにを問うのに用いられるステップと、
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　前記電源アダプターが、前記モバイル端末が送信した前記第二コマンドの返信コマンド
を受信し、前記第二コマンドの返信コマンドは、前記電源アダプターの現在の電圧が適切
、高め又は低めのいずれかであることを示すステップと、
　前記電源アダプターが、第二コマンドの返信コマンドに基づいて、前記急速充電モード
の充電電圧を決定するステップと、を含む請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記電源アダプターが充電電流を前記急速充電モードに対応する充電電流に調整し、前
記モバイル端末に充電する前に、前記方法は、
　前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記
モバイル端末と二方向の通信を行うことにより、前記急速充電モードに対応する充電電流
を決定するステップを含む請求項１ないし５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記
モバイル端末と二方向の通信を行うことにより、前記急速充電モードに対応する充電電流
を決定するステップは、
　前記電源アダプターが前記モバイル端末に第三コマンドを送信し、前記第三コマンドは
、前記モバイル端末の現在支持できる最大充電電流を問うのに用いられるステップと、
　前記電源アダプターが前記モバイル端末が送信した前記第三コマンドの返信コマンドを
受信し、前記第三コマンドの返信コマンドが前記モバイル端末の現在支持できる最大充電
電流を示すステップと、
　前記電源アダプターが、前記第三コマンドの返信コマンドに基づいて、前記急速充電モ
ードの充電電流を決定するステップと、を含む請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記方法は、
　前記電源アダプターが前記急速充電モードでモバイル端末に充電する過程で、前記電源
アダプターが、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記モバイル端
末と二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターの充電電流を絶え間なく調整す
るステップをさらに含む請求項１ないし７のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記
モバイル端末と二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターの充電電流を絶え間
なく調整するステップは、
　前記電源アダプターが前記モバイル端末に第四コマンドを送信し、前記第四コマンドは
、前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を問うのに用いられるステップと、
　前記電源アダプターが、前記モバイル端末が送信した前記第四コマンドの返信コマンド
を受信し、前記第四コマンドの返信コマンドが前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を
示すステップと、
　前記電源アダプターが、前記電池の現在の電圧に基づいて、前記充電電流を調整するス
テップと、を含む請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記電源アダプターが、前記電池の現在の電圧に基づいて、前記充電電流を調整するス
テップは、
　前記電源アダプターが、前記電池の現在の電圧及び所定の電池電圧値と充電電流値との
対応関係に基づいて、前記電源アダプターの充電電流を前記電池の現在の電圧に対応する
充電電流値に調整するステップ、を含む請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記方法は、
　前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電する過程で、前記
電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記モバイル
端末と二方向の通信を行うことにより、前記ＵＳＢインタフェースが接触不良であるか否
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かを決定するステップと、
　前記ＵＳＢインタフェースが接触不良であると決定した場合、前記電源アダプターが前
記急速充電モードから離脱するステップと、をさらに含む請求項１ないし１０のいずれか
に記載の方法。
【請求項１２】
　前記電源アダプターが、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記
モバイル端末と二方向の通信を行うことにより、前記ＵＳＢインタフェースが接触不良で
あるか否かを決定する前に、前記方法は、
　前記電源アダプターが前記モバイル端末から前記モバイル端末の通路インピーダンスを
示す情報を受信するステップをさらに含み、
　前記電源アダプターが、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記
モバイル端末と二方向の通信を行うことにより、前記ＵＳＢインタフェースが接触不良で
あるか否かを決定するステップは、
　前記電源アダプターが前記モバイル端末に第四コマンドを送信し、前記第四コマンドが
、前記モバイル端末内の電池の電圧を問うのに用いられるステップと、
　前記電源アダプターが、前記モバイル端末が送信した前記第四コマンドの返信コマンド
を受信し、前記第四コマンドの返信コマンドが、前記モバイル端末内の電池の電圧を示す
ステップと、
　前記電源アダプターが、前記電源アダプターの充電電圧と前記電池の電圧に基づいて前
記電源アダプターから前記電池までの通路インピーダンスを決定するステップと、
　前記電源アダプターが、前記電源アダプターから前記電池までの通路インピーダンス、
前記モバイル端末の通路インピーダンス、及び前記電源アダプターと前記モバイル端末と
の間の充電回路の通路インピーダンスに基づいて、ＵＳＢインタフェースが接触不良であ
るか否かを決定するステップと、を含む請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記電源アダプターが前記急速充電モードから離脱する前に、前記方法は、
　前記電源アダプターが前記モバイル端末に、前記ＵＳＢインタフェースの接触不良を示
す第五コマンドを送信するステップ、をさらに含む請求項１１又は１２に記載の方法。
【請求項１４】
　急速充電方法であって、前記方法はモバイル端末に応用され、前記モバイル端末と電源
アダプターとはユニバーサル・シリアル・バスのＵＳＢインタフェースを通じて接続され
、前記ＵＳＢインタフェースの中の電源線は前記モバイル端末に充電することに用いられ
、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルが前記モバイル端末と前記電源アダプ
ターとの二方向の通信に用いられ、前記モバイル端末が普通充電モードと急速充電モード
とを支持し、前記急速充電モードの充電電流は前記普通充電モードの充電電流より大きく
、前記方法は、
　前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電
源アダプターと二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが急速充電モードで
前記モバイル端末に充電することを決定するステップと、
　前記モバイル端末が前記電源アダプターから急速充電モードに対応する充電電流を受け
入れ、前記モバイル端末内の電池に充電するステップと、を含む急速充電方法。
【請求項１５】
　前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電源
アダプターと二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モード
で前記モバイル端末に充電することを決定するステップは、
　前記モバイル端末が、前記電源アダプターが送信した第一コマンドを受信し、前記第一
コマンドが、前記モバイル端末が前記急速充電モードをスタートするか否かを問うのに用
いられるステップと、
　前記モバイル端末が前記電源アダプターに前記第一コマンドの返信コマンドを送信し、
前記第一コマンドの返信コマンドは、前記モバイル端末が前記急速充電モードのスタート
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を同意することを示すステップと、を含む請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記モバイル端末は前記電源アダプターが送信した第一コマンドを受信する前に、前記
方法は、
　前記モバイル端末と前記電源アダプターとの間が前記普通充電モードで充電をするステ
ップをさらに含み、
　前記モバイル端末は、前記電源アダプターが送信した第一コマンドを受信するステップ
は、
　前記電源アダプターが前記普通充電モードの充電時間が所定の閾値より大きいことを決
定した後、前記モバイル端末が、前記電源アダプターが送信した前記第一コマンドを受信
するステップを含む請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記モバイル端末が前記電源アダプターから前記急速充電モードに対応する充電電流を
受け入れ、前記モバイル端末内の電池に充電する前に、前記方法は、
　前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電
源アダプターと二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モー
ドに対応する充電電圧を決定するステップを含む請求項１４ないし１６のいずれかに記載
の方法。
【請求項１８】
　前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電
源アダプターと二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モー
ドに対応する充電電圧を決定するステップは、
　前記モバイル端末が電源アダプターが送信した第二コマンドを受信し、前記第二コマン
ドが、前記電源アダプターの現在の電圧が前記急速充電モードの充電電圧として適切であ
るか否かを問うのに用いられるステップと、
　前記モバイル端末が前記電源アダプターに前記第二コマンドの返信コマンドを送信し、
前記第二コマンドの返信コマンドは、前記電源アダプターの現在の電圧が適切、高め又は
低めであることを示すステップと、を含む請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記モバイル端末が前記電源アダプターから前記急速充電モードに対応する充電電流を
受け入れ、前記モバイル端末内の電池に充電する前に、前記方法は、
　前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電
源アダプターと二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モー
ドに対応する充電電流を決定するステップを含む請求項１４ないし１８のいずれかに記載
の方法。
【請求項２０】
　前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電
源アダプターと二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モー
ドに対応する充電電流を決定するステップは、
　前記モバイル端末が前記電源アダプターが送信した第三コマンドを受信し、前記第三コ
マンドが、前記モバイル端末の現在支持できる最大充電電流を問うのに用いられるステッ
プと、
　前記モバイル端末が前記電源アダプターに第三コマンドの返信コマンドを送信し、前記
第三コマンドの返信コマンドは前記モバイル端末の現在支持できる最大充電電流を示し、
前記電源アダプターが、前記最大充電電流に基づいて急速充電モードに対応する充電電流
を決定するステップと、を含む請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　前記方法は、
　前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電する過程で、前記
モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電源アダプ
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ターと二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記電源アダプターの充電
電流を絶え間なく調整するステップ、をさらに含む請求項１４ないし２０のいずれかに記
載の方法。
【請求項２２】
　前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電
源アダプターと二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記電源アダプタ
ーの充電電流を絶え間なく調整するステップは、
　前記モバイル端末が、電源アダプターが送信した第四コマンドを受信し、前記第四コマ
ンドが、前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を問うのに用いられるステップと、
　前記モバイル端末が前記電源アダプターに前記第四コマンドの返信コマンドを送信し、
前記第四コマンドの返信コマンドが前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を示し、前記
電源アダプターが前記電池の現在の電圧に基づいて、前記電源アダプターの充電電流を絶
え間なく調整するステップと、を含む請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記方法は、
　前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電する過程で、前記
モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電源アダプ
ターと二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェース
が接触不良であるか否かを決定するステップ、をさらに含む請求項１４ないし２２のいず
れかに記載の方法。
【請求項２４】
　前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電
源アダプターと二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが、前記ＵＳＢイン
タフェースが接触不良であるか否かを決定するステップは、
　前記モバイル端末が、前記電源アダプターが送信した第四コマンドを受信し、前記第四
コマンドが、前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を問うのに用いられるステップと、
　前記モバイル端末が、前記電源アダプターに前記第四コマンドの返信コマンドを送信し
、前記第四コマンドの返信コマンドが前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を示し、前
記電源アダプターが、前記電源アダプターの充電電圧と前記電池の現在の電圧に基づいて
、前記ＵＳＢインタフェースが接触不良であるか否かを決定するステップと、を含む請求
項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　前記方法は、
　前記モバイル端末が、前記電源アダプターが送信した第五コマンドを受信し、前記第五
コマンドが、前記ＵＳＢインタフェースの接触不良を示すステップ、をさらに含む請求項
２４に記載の方法。
【請求項２６】
　電源アダプターであって、前記電源アダプターとモバイル端末とはユニバーサル・シリ
アル・バスのＵＳＢインタフェースを通じて接続され、前記ＵＳＢインタフェースの中の
電源線は、前記電源アダプターが前記モバイル端末に充電することに用いられ、前記ＵＳ
Ｂインタフェースの中のデータケーブルは、前記電源アダプターと前記モバイル端末との
二方向の通信に用いられ、前記電源アダプターは、普通充電モードと急速充電モードを支
持し、前記急速充電モードの充電電流は、前記普通充電モードの充電電流より大きく、
　前記電源アダプターは、
　前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記モバイル端末と二方向の
通信を行い、前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電することを決定することに用
いられる通信ユニットと、
　充電電流を前記急速充電モードに対応する充電電流に調整し、前記モバイル端末に充電
することに用いられる電流調整ユニットと、を含む電源アダプター。
【請求項２７】
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　前記通信ユニットは、具体的に、
　前記モバイル端末に第一コマンドを送信し、前記第一コマンドが、前記モバイル端末が
前記急速充電モードをスタートするか否かを問うのに用いられることと、
　前記モバイル端末から前記第一コマンドの返信コマンドを受信し、前記前記第一コマン
ドの返信コマンドが、前記モバイル端末が前記急速充電モードのスタートを同意すること
を示すことと、に用いられる請求項２６に記載の電源アダプター。
【請求項２８】
　前記電源アダプターは、
　前記モバイル端末との間に前記普通充電モードで充電することに用いられる電力変換ユ
ニットをさらに含み、
　前記通信ユニットは、具体的に、
　前記普通充電モードの充電時間が所定の閾値より大きいことを決定した後、前記モバイ
ル端末に前記第一コマンドを送信することに用いられる請求項２７に記載の電源アダプタ
ー。
【請求項２９】
　前記通信ユニットは、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記モ
バイル端末と二方向の通信を行うことにより、前記急速充電モードに対応する充電電圧を
決定することにさらに用いられ、
　前記電源アダプターは、
　充電電圧を前記急速充電モードに対応する充電電圧に調整することに用いられる電圧調
整ユニットをさらに含む請求項２６ないし２８のいずれかに記載の電源アダプター。
【請求項３０】
　前記通信ユニットは、
　前記モバイル端末に第二コマンドを送信し、前記第二コマンドが、前記電源アダプター
の現在の電圧が前記急速充電モードの充電電圧として適切であるか否かを問うのに用いら
れることと、
　前記モバイル端末が送信した前記第二コマンドの返信コマンドを受信し、前記第二コマ
ンドの返信コマンドが、前記電源アダプターの現在の電圧が適切、高め又は低めであるこ
とを示すことと、に用いられ、
　前記電源調整ユニットは、具体的に、
　前記第二コマンドの返信コマンドに基づいて、前記急速充電モードの充電電圧を決定す
ることに用いられる請求項２９に記載の電源アダプター。
【請求項３１】
　前記通信ユニットは、具体的に、
　前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記モバイル端末と二方向
の通信を行うことにより、前記急速充電モードに対応する充電電流を決定することに用い
られる請求項２６ないし３０のいずれかに記載の電源アダプター。
【請求項３２】
　前記通信ユニットは、具体的に、
　前記モバイル端末に第三コマンドを送信し、前記第三コマンドが、前記モバイル端末の
現在支持できる最大充電電流を問うのに用いられることと、
　前記モバイル端末が送信した前記第三コマンドの返信コマンドを受信し、前記第三コマ
ンドの返信コマンドが、前記モバイル端末の現在支持できる最大充電電流を示すことと、
　前記第三コマンドの返信コマンドに基づいて、前記急速充電モードの充電電流を決定す
ることと、に用いられる請求項３１に記載の電源アダプター。
【請求項３３】
　前記通信ユニットは、
　前記電源アダプターが、前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電する過程で、前
記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記モバイル端末と二方向の通信
を行うことにより、前記電源アダプターの充電電流を絶え間なく調整することにさらに用
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いられる請求項２６ないし３２のいずれかに記載の電源アダプター。
【請求項３４】
　前記通信ユニットは、具体的に、
　前記モバイル端末に第四コマンドを送信し、前記第四コマンドが、前記モバイル端末内
の電池の現在の電圧を問うのに用いられることと、
　前記モバイル端末が送信した前記第四コマンドの返信コマンドを受信し、前記第四コマ
ンドの返信コマンドが、前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を示すことと、に用いら
れ、
　前記電流調整ユニットは、具体的に、
　前記電池の現在の電圧に基づいて、前記充電電流を調整することに用いられる請求項３
３に記載の電源アダプター。
【請求項３５】
　前記電流調整ユニットは、具体的に、
　前記電池の現在の電圧及び所定の電池電圧値と充電電流値との対応関係に基づいて、前
記電源アダプターの充電電流を前記電池の現在の電圧に対応する充電電流値に調整するこ
とに用いられる請求項３４に記載の電源アダプター。
【請求項３６】
　前記通信ユニットは、
　前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電する過程で、前記
ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記モバイル端末と二方向の通信を
行うことにより、前記ＵＳＢインタフェースが接触不良であるか否かを決定することと、
　前記ＵＳＢインタフェースが接触不良であると決定した場合、前記急速充電モードから
離脱することに、さらに用いられる請求項２６ないし３５のいずれかに記載の電源アダプ
ター。
【請求項３７】
　前記通信ユニットは、具体的に、
　前記モバイル端末から、前記モバイル端末の通路インピーダンスを示す情報を受信する
ことと、
　前記モバイル端末が送信した前記第四コマンドの返信コマンドを受信し、前記第四コマ
ンドの返信コマンドが前記モバイル端末内の電池の電圧を示すことと、
　前記電源アダプターの充電電圧と前記電池の電圧に基づいて、前記電源アダプターから
前記電池までの通路インピーダンスを決定することと、
　前記電源アダプターから前記電池までの通路インピーダンス、前記モバイル端末の通路
インピーダンス、及び前記電源アダプターと前記モバイル端末との間の充電回路の通路イ
ンピーダンスに基づいて、ＵＳＢインタフェースが接触不良であるか否かを決定すること
と、に用いられる請求項３６に記載の電源アダプター。
【請求項３８】
　前記通信ユニットは、
　前記モバイル端末に前記ＵＳＢインタフェースの接触不良を示す第五コマンドを送信す
ることにさらに用いられる請求項３６又は３７に記載の電源アダプター。
【請求項３９】
　モバイル端末であって、前記モバイル端末と電源アダプターとはユニバーサル・シリア
ル・バスのＵＳＢインタフェースを通じて接続され、前記ＵＳＢインタフェースの中の電
源線は前記モバイル端末に充電することに用いられ、前記ＵＳＢインタフェースの中のデ
ータケーブルは前記モバイル端末と前記電源アダプターとの二方向の通信に用いられ、前
記モバイル端末は普通充電モードと急速充電モードを支持し、前記急速充電モードの充電
電流は前記普通充電モードの充電電流より大きく、
　前記モバイル端末は、
　前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電源アダプターと二方向
の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末
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に充電することを決定することに用いられる通信ユニットと、
　前記電源アダプターから前記急速充電モードに対応する充電電流を受け入れ、前記モバ
イル端末内の電池に充電することに用いられる充電ユニットと、を含むモバイル端末。
【請求項４０】
　前記通信ユニットは、具体的に、
　前記電源アダプターが送信した第一コマンドを受信し、前記第一コマンドが、前記モバ
イル端末が前記急速充電モードをスタートするか否かにを問うのに用いられることと、
　前記電源アダプターに前記第一コマンドの返信コマンドを送信し、前記第一コマンドの
返信コマンドが、前記モバイル端末が前記急速充電モードのスタートを同意することを示
すことと、に用いられる請求項３９に記載のモバイル端末。
【請求項４１】
　前記充電ユニットは、前記電源アダプターとの間に普通充電モードで充電することにさ
らに用いられ、
　前記通信ユニットは、具体的に、
　前記電源アダプターが前記普通充電モードの充電時間が所定の閾値より大きいことを決
定した後、前記電源アダプターが送信した前記第一コマンドを受信することに用いられる
請求項４０に記載のモバイル端末。
【請求項４２】
　前記通信ユニットは、
　前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電源アダプターと二方
向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モードに対応する充電電
圧を決定することにさらに用いられる請求項３９ないし４１のいずれかに記載のモバイル
端末。
【請求項４３】
　前記通信ユニットは、具体的に、
　前記電源アダプターが送信した第二コマンドを受信し、前記第二コマンドが、前記電源
アダプターの現在の電圧が前記急速充電モードの充電電圧として適切であるか否かを問う
のに用いられることと、
　前記電源アダプターに前記第二コマンドの返信コマンドを送信し、前記第二コマンドの
返信コマンドが、前記電源アダプターの現在の電圧が適切、高め又は低めであることを示
すことと、に用いられる請求項４２に記載のモバイル端末。
【請求項４４】
　前記通信ユニットは、
　前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電源アダプターと二方向
の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モードに対応する充電電流
を決定することにさらに用いられる請求項３９ないし４３のいずれかに記載のモバイル端
末。
【請求項４５】
　前記通信ユニットは、具体的に、
　前記電源アダプターが送信した第三コマンドを受信し、前記第三コマンドが、前記モバ
イル端末の現在支持できる最大充電電流を問うのに用いられることと、
　前記電源アダプターに前記第三コマンドの返信コマンドを送信し、前記第三コマンドの
返信コマンドが、前記モバイル端末の現在支持できる最大充電電流を示し、前記電源アダ
プターが、前記最大充電電流に基づいて前記急速充電モードに対応する充電電流を決定す
ることと、に用いられる請求項４４に記載のモバイル端末。
【請求項４６】
　前記通信ユニットは、
　前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電する過程で、前記
ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電源アダプターと二方向の通
信を行うことにより、前記電源アダプターが前記電源アダプターの充電電流を絶え間なく
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調整することにさらに用いられる請求項３９ないし４５のいずれかに記載のモバイル端末
。
【請求項４７】
　前記通信ユニットは、具体的に、
　前記電源アダプターが送信した第四コマンドを受信し、前記第四コマンドが、前記モバ
イル端末内の電池の現在の電圧を問うのに用いられることと、
　前記電源アダプターに前記第四コマンドの返信コマンドを送信し、前記第四コマンドの
返信コマンドが、前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を示し、前記電源アダプターが
、前記電池の現在の電圧に基づいて前記電源アダプターの充電電流を絶え間なく調整する
ことと、に用いられる請求項４６に記載のモバイル端末。
【請求項４８】
　前記通信ユニットは、
　前記電源アダプターが、前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電する過程で、前
記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電源アダプターと二方向の通
信を行うことにより、前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースが接触不良である
か否かを決定することにさらに用いられる請求項３９ないし４７のいずれかに記載のモバ
イル端末。
【請求項４９】
　前記通信ユニットは、具体的に、
　前記電源アダプターが送信した第四コマンドを受信し、前記第四コマンドが、前記モバ
イル端末内の電池の現在の電圧を問うのに用いられることと、
　前記電源アダプターに前記第四コマンドの返信コマンドを送信し、前記第四コマンドの
返信コマンドが、前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を示し、前記電源アダプターが
、前記電源アダプターの充電電圧と前記電池の現在の電圧に基づいて前記ＵＳＢインタフ
ェースが接触不良であるか否かを決定することと、に用いられる請求項４８に記載のモバ
イル端末。
【請求項５０】
　前記通信ユニットは、前記電源アダプターが送信した前記ＵＳＢインタフェースの接触
不良を示す第五コマンドを受信することにさらに用いられる請求項４９に記載のモバイル
端末。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　発明の実施例は、充電分野に関し、特に急速充電方法、電源アダプター及びモバイル端
末に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、モバイル端末（例えば、スマートフォン）はますます消費者に注目されているが
、モバイル端末の電力消耗量が大きく、通常、常に充電をする必要がある。モバイル端末
のバッテリ容量が大きくなるに伴い、充電時間が相応的に長くなってきている。如何に急
速充電を実現できるのが強く望まれている。
【０００３】
　既存技術では、急速充電という目的を達成するために、通常、モバイル端末の負担能力
を考慮せず、直接電源アダプターの出力電流を増大する。このような方法では、モバイル
端末には過熱や焼損などの現象が生じ、モバイル端末の使用寿命が短くなってしまう。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　本発明の実施例では、急速充電過程での安全性を高めるための急速充電方法、電源アダ
プター及びモバイル端末を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の第一態様は、急速充電方法を提供する。前記方法は電源アダプターに応用され
、前記電源アダプターとモバイル端末とはＵＳＢインタフェースを通じて接続される。前
記ＵＳＢインタフェースの中の電源線は前記電源アダプターによる前記モバイル端末に充
電することに用いられ、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルが前記電源アダ
プターと前記モバイル端末との二方向の通信に用いられる。前記電源アダプターが普通充
電モードと急速充電モードとを支持し、前記急速充電モードの充電電流は前記普通充電モ
ードの充電電流より大きい。前記方法は、前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェー
スの中のデータケーブルを通じて前記モバイル端末との二方向の通信を行うことにより、
前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電することを決定するステップと、前記電源
アダプターが充電電流を前記急速充電モードに対応する充電電流に調整し、前記モバイル
端末に充電するステップと、を含む。
【０００６】
　第一態様において、第一態様の一つの実施形態は、前記電源アダプターが、前記ＵＳＢ
インタフェースの中のデータケーブルを通じて前記モバイル端末との二方向の通信を行う
ことにより、前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電することを決定するステップ
は、前記電源アダプターが前記モバイル端末に第一コマンドを送信し、前記第一コマンド
は、前記モバイル端末が前記急速充電モードをスタートするか否かを問うステップと、前
記電源アダプターが、前記モバイル端末から前記第一コマンドの返信コマンドを受信し、
前記第一コマンドの返信コマンドは前記モバイル端末が前記急速充電モードのスタートを
同意することを示すステップと、を含む。
【０００７】
　第一態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第一態様のもう一つの実施形態は
、前記電源アダプターが前記モバイル端末に第一コマンドを送信する前に、前記方法は、
前記電源アダプターと前記モバイル端末との間は前記普通充電モードで充電をするステッ
プをさらに含む。前記電源アダプターが前記モバイル端末に前記第一コマンドを送信する
ステップは、前記電源アダプターが前記普通充電モードの充電時間が所定閾値より大きい
ことを決定した後、前記モバイル端末に前記第一コマンドを送信するステップを含む。
【０００８】
　第一態様又はその上記実施形態のいずれかおいて、第一態様のもう一つの実施形態は、
前記電源アダプターは充電電流を前記急速充電モードに対応する充電電流に調整し、前記
モバイル端末に充電する前に、前記方法は、前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェ
ースの中のデータケーブルを通じて前記モバイル端末との二方向の通信を行うことにより
、前記急速充電モードに対応する充電電圧を決定するステップと、前記電源アダプターが
充電電圧を前記急速充電モードに対応する充電電圧に調整するステップと、を含む。
【０００９】
　第一態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第一態様のもう一つの実施形態は
、前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記モ
バイル端末との二方向の通信を行うことにより、前記急速充電モードに対応する充電電圧
を決定するステップは、前記電源アダプターが前記モバイル端末に第二コマンドを送信し
、前記第二コマンドが、前記電源アダプターの現在の電圧が前記急速充電モードの充電電
圧として適切であるか否かを問うのに用いられるステップと、前記電源アダプターが、前
記モバイル端末が送信した前記第二コマンドの返信コマンドを受信し、前記第二コマンド
の返信コマンドが、前記電源アダプターの現在の電圧が適切、高め又は低めであることを
示すステップと、前記電源アダプターが、第二コマンドの返信コマンドに基づいて、前記
急速充電モードの充電電圧を決定するステップと、を含む。
【００１０】
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　第一態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第一態様のもう一つの実施形態は
、前記電源アダプターが充電電流を前記急速充電モードに対応する充電電流に調整し、前
記モバイル端末に充電する前に、前記方法は、前記電源アダプターが、前記ＵＳＢインタ
フェースの中のデータケーブルを通じて前記モバイル端末との二方向の通信を行うことに
より、前記急速充電モードに対応する充電電流を決定するステップを含む。
【００１１】
　第一態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第一態様のもう一つの実施形態は
、前記電源アダプターが、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記
モバイル端末との二方向の通信を行うことにより、前記急速充電モードに対応する充電電
流を決定するステップは、前記電源アダプターが前記モバイル端末に第三コマンドを送信
し、前記第三コマンドが、前記モバイル端末の現在支持できる最大充電電流を問うのに用
いられるステップと、前記電源アダプターが、前記モバイル端末が送信した前記第三コマ
ンドの返信コマンドを受信し、前記第三コマンドの返信コマンドが前記モバイル端末の現
在支持できる最大充電電流を示すステップと、前記電源アダプターが、前記第三コマンド
の返信コマンドに基づいて、前記急速充電モードの充電電流を決定するステップと、を含
む。
【００１２】
　第一態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第一態様のもう一つの実施形態は
、前記方法は、前記電源アダプターが前記急速充電モードでモバイル端末に充電する過程
で、前記電源アダプターが、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前
記モバイル端末との二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターの充電電流を絶
え間なく調整するステップをさらに含む。
【００１３】
　第一態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第一態様のもう一つの実施形態は
、前記電源アダプターが、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記
モバイル端末との二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターの充電電流を絶え
間なく調整するステップは、前記電源アダプターが前記モバイル端末に第四コマンドを送
信し、前記第四コマンドが、前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を問うのに用いられ
るステップと、前記電源アダプターが、前記モバイル端末が送信した前記第四コマンドの
返信コマンドを受信し、前記第四コマンドの返信コマンドが、前記モバイル端末内の電池
の現在の電圧を示すステップと、前記電源アダプターが、前記電池の現在の電圧に基づい
て、前記充電電流を調整するステップと、を含む。
【００１４】
　第一態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第一態様のもう一つの実施形態は
、前記電源アダプターが、前記電池の現在の電圧に基づいて、前記充電電流を調整するス
テップは、前記電源アダプターが、前記電池の現在の電圧及び所定の電池電圧値と充電電
流値との対応関係に基づいて、前記電源アダプターの充電電流を前記電池の現在の電圧に
対応する充電電流値に調整するステップ、を含む。
【００１５】
　第一態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第一態様のもう一つの実施形態は
、前記方法は、前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電する
過程で、前記電源アダプターが、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じ
て前記モバイル端末との二方向の通信を行うことにより、前記ＵＳＢインタフェースが接
触不良であるか否かを決定するステップと、前記ＵＳＢインタフェースが接触不良である
と決定した場合、前記電源アダプターが前記急速充電モードから離脱するステップと、を
さらに含む。
【００１６】
　第一態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第一態様のもう一つの実施形態は
、前記電源アダプターが、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記
モバイル端末との二方向の通信を行うことにより、前記ＵＳＢインタフェースが接触不良
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であるか否かを決定する前に、前記方法は、前記電源アダプターが、前記モバイル端末か
ら前記モバイル端末の通路インピーダンスを示す情報を受信するステップをさらに含む。
前記電源アダプターが、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記モ
バイル端末との二方向の通信を行うことにより、前記ＵＳＢインタフェースが接触不良で
あるか否かを決定するステップは、前記電源アダプターが、前記モバイル端末に第四コマ
ンドを送信し、前記第四コマンドが、前記モバイル端末内の電池の電圧を問うのに用いら
れるステップと、前記電源アダプターが前記モバイル端末が送信した前記第四コマンドの
返信コマンドを受信し、前記第四コマンドの返信コマンドが、前記モバイル端末内の電池
の現在の電圧を示すステップと、前記電源アダプターが、前記電源アダプターの充電電圧
と前記電池の電圧に基づいて、前記電源アダプターから前記電池までの通路インピーダン
スを決定するステップと、前記電源アダプターが、前記電源アダプターから前記電池まで
の通路インピーダンスと、前記モバイル端末の通路インピーダンスと、及び前記電源アダ
プターと前記モバイル端末との間の充電回路の通路インピーダンスと、に基づいて、ＵＳ
Ｂインタフェースが接触不良であるか否かを決定するステップと、を含む。
【００１７】
　第一態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第一態様のもう一つの実施形態は
、前記電源アダプターが前記急速充電モードから離脱する前に、前記方法は、前記電源ア
ダプターが前記モバイル端末に、前記ＵＳＢインタフェースの接触不良を示す第五コマン
ドを送信するステップ、をさらに含む。
【００１８】
　本発明の第二態様は、急速充電方法を提供する。前記方法はモバイル端末に応用され、
前記モバイル端末と電源アダプターとはＵＳＢインタフェースを通じて接続される。前記
ＵＳＢインタフェースの中の電源線は前記モバイル端末に充電することに用いられ、前記
ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルが前記モバイル端末と前記電源アダプターと
の二方向の通信に用いられる。前記モバイル端末が普通充電モードと急速充電モードとを
支持し、前記急速充電モードの充電電流は普通充電モードの充電電流より大きい。前記方
法は、前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記
電源アダプターとの二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが急速充電モー
ドで前記モバイル端末に充電することを決定するステップと、前記モバイル端末が前記電
源アダプターで急速充電モードに対応する充電電流を受け入れ、前記モバイル端末内の電
池に充電するステップと、を含む。
【００１９】
　第二態様において、第二態様の一つの実施形態は、前記モバイル端末が、前記ＵＳＢイ
ンタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電源アダプターとの二方向の通信を行う
ことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電するこ
とを決定するステップは、前記モバイル端末が前記電源アダプターが送信した第一コマン
ドを受信し、前記第一コマンドが、前記モバイル端末が前記急速充電モードをスタートす
るか否かを問うのに用いられるステップと、前記モバイル端末が前記電源アダプターに前
記第一コマンドの返信コマンドを送信し、前記第一コマンドの返信コマンドが、前記モバ
イル端末が前記急速充電モードのスタートを同意することを示すステップと、を含む。
【００２０】
　第二態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第二態様のもう一つの実施形態は
、前記モバイル端末が前記電源アダプターが送信した第一コマンドを受信する前に、前記
方法は、前記モバイル端末と前記電源アダプターとの間が前記普通充電モードで充電をす
るステップをさらに含む。前記モバイル端末が、前記電源アダプターが送信した第一コマ
ンドを受信するステップは、前記電源アダプターが前記普通充電モードの充電時間が所定
閾値より大きいことを決定した後、前記モバイル端末が前記電源アダプターが送信した前
記第一コマンドを受信するステップを含む。
【００２１】
　第二態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第二態様のもう一つの実施形態は
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、前記モバイル端末が前記電源アダプターから前記急速充電モードに対応する充電電流を
受け入れ、前記モバイル端末内の電池に充電する前に、前記方法は、前記モバイル端末が
前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電源アダプターとの二方
向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モードに対応する充電電
圧を決定するステップを含む。
【００２２】
　第二態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第二態様のもう一つの実施形態は
、前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電
源アダプターとの二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モ
ードに対応する充電電圧を決定するステップは、前記モバイル端末が、電源アダプターが
送信した第二コマンドを受信し、前記第二コマンドが、前記電源アダプターの現在の電圧
が前記急速充電モードの充電電圧として適切であるか否かを問うのに用いられるステップ
と、前記モバイル端末が前記電源アダプターに前記第二コマンドの返信コマンドを送信し
、前記第二コマンドの返信コマンドが、前記電源アダプターの現在の電圧が適切、高め又
は低めであることを示すステップと、を含む。
【００２３】
　第二態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第二態様のもう一つの実施形態は
、前記モバイル端末が前記電源アダプターから前記急速充電モードに対応する充電電流を
受け入れ、前記モバイル端末内の電池に充電する前に、前記方法は、前記モバイル端末が
、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電源アダプターとの二方
向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モードに対応する充電電
流を決定するステップ、を含む。
【００２４】
　第二態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第二態様のもう一つの実施形態は
、前記モバイル端末が、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電
源アダプターとの二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モ
ードに対応する充電電流を決定するステップは、前記モバイル端末が前記電源アダプター
が送信した第三コマンドを受信し、前記第三コマンドが、前記モバイル端末の現在支持で
きる最大充電電流を問うのに用いられるステップと、前記モバイル端末が前記電源アダプ
ターに第三コマンドの返信コマンドを送信し、前記第三コマンドの返信コマンドが、前記
モバイル端末の現在支持できる最大充電電流を示し、前記電源アダプターが前記最大充電
電流に基づいて、急速充電モードに対応する充電電流を決定するステップと、を含む。
【００２５】
　第二態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第二態様のもう一つの実施形態は
、前記方法が、前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電する
過程で、前記モバイル端末が、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて
前記電源アダプターとの二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記電源
アダプターの充電電流を絶え間なく調整するステップ、をさらに含む。
【００２６】
　第二態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第二態様のもう一つの実施形態は
、前記モバイル端末が、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電
源アダプターとの二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記電源アダプ
ターの充電電流を絶え間なく調整するステップは、前記モバイル端末が、電源アダプター
が送信した第四コマンドを受信し、前記第四コマンドが、前記モバイル端末内の電池の現
在の電圧を問うのに用いられるステップと、前記モバイル端末が前記電源アダプターに前
記第四コマンドの返信コマンドを送信し、前記第四コマンドの返信コマンドが、前記モバ
イル端末内の電池の現在の電圧を示し、前記電源アダプターが前記電池の現在の電圧に基
づいて、前記電源アダプターの充電電流を絶え間なく調整するステップと、を含む。
【００２７】
　第二態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第二態様のもう一つの実施形態は
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、前記方法が、前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電する
過程で、前記モバイル端末が、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて
前記電源アダプターとの二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記ＵＳ
Ｂインタフェースが接触不良であるか否かを決定するステップ、をさらに含む。
【００２８】
　第二態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第二態様のもう一つの実施形態は
、前記モバイル端末が、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電
源アダプターとの二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが、前記ＵＳＢイ
ンタフェースが接触不良であるか否かを決定するステップは、前記モバイル端末が前記電
源アダプターが送信した第四コマンドを受信し、前記第四コマンドが、前記モバイル端末
内の電池の現在の電圧を問うのに用いられるステップと、前記モバイル端末が前記電源ア
ダプターに前記第四コマンドの返信コマンドを送信し、前記第四コマンドの返信コマンド
が前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を示し、前記電源アダプターが、前記電源アダ
プターの充電電圧と前記電池の現在の電圧に基づいて、ＵＳＢポートが接触不良であるか
否かを決定するステップと、を含む。
【００２９】
　第二態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第二態様のもう一つの実施形態は
、前記方法は、前記モバイル端末が、前記電源アダプターが送信した第五コマンドを受信
し、前記第五コマンドは前記ＵＳＢインタフェースの接触不良を示すステップ、をさらに
含む。
【００３０】
　本発明の第三態様は、電源アダプターを提供する。前記電源アダプターとモバイル端末
とはＵＳＢインタフェースを通じて接続されている。前記ＵＳＢインタフェースの中の電
源線は前記電源アダプターが前記モバイル端末に充電することに用いられ、前記ＵＳＢイ
ンタフェースの中のデータケーブルは前記電源アダプターと前記モバイル端末との二方向
の通信に用いられる。前記電源アダプターは普通充電モードと急速充電モードを支持し、
前記急速充電モードの充電電流は前記普通充電モードの充電電流より大きい。前記電源ア
ダプターは、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記モバイル端
末との二方向の通信を行い、前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電することを決
定することに用いられる通信ユニットと、充電電流を前記急速充電モードに対応する充電
電流に調整し、前記モバイル端末に充電することに用いられる電流調整ユニットと、を含
む。
【００３１】
　第三態様において、第三態様の一つの実施形態は、前記通信ユニットは、具体的に、前
記モバイル端末に第一コマンドを送信し、前記第一コマンドは前記モバイル端末が前記急
速充電モードをスタートするか否かを問うのに用いられることと、前記モバイル端末から
前記第一コマンドの返信コマンドを受信し、前記前記第一コマンドの返信コマンドが、前
記モバイル端末が前記急速充電モードのスタートを同意することを示すことと、に用いら
れる。
【００３２】
　第三態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第三態様のもう一つの実施形態は
、前記電源アダプターが、前記モバイル端末との間に前記普通充電モードで充電すること
に用いられる電力変換ユニットを含み、前記通信ユニットは、具体的に、前記普通充電モ
ードの充電時間が所定閾値より大きいことを決定した後、前記モバイル端末に前記第一コ
マンドを送信することに用いられる。
【００３３】
　第三態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第三態様のもう一つの実施形態は
、前記通信ユニットが、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記モ
バイル端末との二方向の通信を行うことにより、前記急速充電モードに対応する充電電圧
を決定することにさらに用いられ、前記電源アダプターは充電電圧を前記急速充電モード
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に対応する充電電圧に調整することに用いられる電圧調整ユニットをさらに含む。
【００３４】
　第三態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第三態様のもう一つの実施形態は
、前記通信ユニットが、前記モバイル端末に第二コマンドを送信し、前記第二コマンドは
前記電源アダプターの現在の電圧が前記急速充電モードの充電電圧として適切であるか否
かを問うのに用いられることと、前記モバイル端末が送信した前記第二コマンドの返信コ
マンドを受信し、前記第二コマンドの返信コマンドが、前記電源アダプターの現在の電圧
が適切、高め又は低めであることを示すことと、に用いられ、前記電源調整ユニットは、
具体的に、前記第二コマンドの返信コマンドに基づいて前記急速充電モードの充電電圧を
決定することに用いられる。
【００３５】
　第三態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第三態様のもう一つの実施形態は
、前記通信ユニットは、具体的に、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通
じて前記モバイル端末との二方向の通信を行うことにより、前記急速充電モードに対応す
る充電電流を決定することに用いられる。
【００３６】
　第三態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第三態様のもう一つの実施形態は
、前記通信ユニットが、具体的に、前記モバイル端末に第三コマンドを送信し、前記第三
コマンドは前記モバイル端末の現在支持できる最大充電電流を問うのに用いられることと
、前記モバイル端末が送信した前記第三コマンドの返信コマンドを受信し、前記第三コマ
ンドの返信コマンドが前記モバイル端末の現在支持できる最大充電電流を示すことと、前
記第三コマンドの返信コマンドに基づいて前記急速充電モードの充電電流を決定すること
と、に用いられる。
【００３７】
　第三態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第三態様のもう一つの実施形態は
、前記通信ユニットが、前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に
充電する過程で、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記モバイル
端末との二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターの充電電流を絶え間なく調
整することにさらに用いられる。
【００３８】
　第三態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第三態様のもう一つの実施形態は
、前記通信ユニットが、具体的に、前記モバイル端末に第四コマンドを送信し、前記第四
コマンドは前記モバイル端末内の電池の現在の電圧について問うのに用いられることと、
前記モバイル端末が送信した前記第四コマンドの返信コマンドを受信し、前記第四コマン
ドの返信コマンドが前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を示すことと、に用いられ、
前記電流調整ユニットは、具体的に、前記電池の現在の電圧に基づいて、前記充電電流を
調整することに用いられる。
【００３９】
　第三態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第三態様のもう一つの実施形態は
、前記電流調整ユニットが、具体的に、前記電池の現在の電圧及び所定の電池の電圧値と
充電電流値との対応関係に基づいて、前記電源アダプターの充電電流を前記電池の現在の
電圧に対応する充電電流値に調整することに用いられる。
【００４０】
　第三態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第三態様のもう一つの実施形態は
、前記通信ユニットが、前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に
充電する過程で、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記モバイル
端末との二方向の通信を行うことにより、前記ＵＳＢインタフェースが接触不良であるか
否かを決定することと、前記ＵＳＢインタフェースが接触不良であると決定した場合、前
記急速充電モードから離脱することに、さらに用いられる。
【００４１】
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　第三態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第三態様のもう一つの実施形態は
、前記通信ユニットが、具体的に、前記モバイル端末から前記モバイル端末の通路インピ
ーダンスを示す情報を受信することと、前記モバイル端末が送信した前記第四コマンドの
返信コマンドを受信し、前記第四コマンドの返信コマンドが前記モバイル端末内の電池の
電圧を示すことと、前記電源アダプターの充電電圧と前記電池の電圧に基づいて、前記電
源アダプターから前記電池までの通路インピーダンスを決定することと、前記電源アダプ
ターから前記電池までの通路インピーダンス、前記モバイル端末の通路インピーダンス、
及び前記電源アダプターと前記モバイル端末との間の充電回路の通路インピーダンスに基
づいて、ＵＳＢインタフェースが接触不良であるか否かを決定することと、に用いられる
。
【００４２】
　第三態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第三態様のもう一つの実施形態は
、前記通信ユニットが、前記モバイル端末に前記ＵＳＢインタフェースの接触不良を示す
第五コマンドを送信することにさらに用いられる。
【００４３】
　本発明の第四態様は、モバイル端末を提供する。前記モバイル端末と電源アダプターと
はＵＳＢインタフェースを通じて接続されている。前記ＵＳＢインタフェースの中の電源
線は、前記モバイル端末に充電することに用いられ、前記ＵＳＢインタフェースの中のデ
ータケーブルは、前記モバイル端末と前記電源アダプターとの二方向の通信に用いられる
。前記モバイル端末は普通充電モードと急速充電モードを支持し、前記急速充電モードの
充電電流は前記普通充電モードの充電電流より大きい。前記モバイル端末は、前記ＵＳＢ
インタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電源アダプターとの二方向の通信を行
うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電する
ことを決定することに用いられる通信ユニットと、前記電源アダプターから前記急速充電
モードに対応する充電電流を受け入れ、前記モバイル端末内の電池に充電することに用い
られる充電ユニットと、を含む。
【００４４】
　第四態様において、第四態様の一つの実施形態は、前記通信ユニットが、具体的に、前
記電源アダプターが送信した第一コマンドを受信し、前記第一コマンドが、前記モバイル
端末が前記急速充電モードをスタートするか否かを問うのに用いられることと、前記電源
アダプターに前記第一コマンドの返信コマンドを送信し、前記第一コマンドの返信コマン
ドが、前記モバイル端末が前記急速充電モードのスタートを同意することを示すことと、
に用いられる。
【００４５】
　第四態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第四態様のもう一つの実施形態は
、前記充電ユニットが、前記電源アダプターとの間に普通充電モードで充電することにさ
らに用いられ、前記通信ユニットは、具体的に前記電源アダプターが前記普通充電モード
の充電時間が所定閾値より大きいことを決定した後、前記電源アダプターが送信した前記
第一コマンドを受信することに用いられる。
【００４６】
　第四態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第四態様のもう一つの実施形態は
、前記通信ユニットが、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電
源アダプターとの二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モ
ードに対応する充電電圧を決定することにさらに用いられる。
【００４７】
　第四態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第四態様のもう一つの実施形態は
、前記通信ユニットが、具体的に、前記電源アダプターが送信した第二コマンドを受信し
、前記第二コマンドが、前記電源アダプターの現在の電圧が前記急速充電モードの充電電
圧として適切であるか否かを問うのに用いられることと、前記電源アダプターに前記第二
コマンドの返信コマンドを送信し、前記第二コマンドの返信コマンドが、前記電源アダプ
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ターの現在の電圧が適切、高め又は低めであることを示すことと、に用いられる。
【００４８】
　第四態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第四態様のもう一つの実施形態は
、前記通信ユニットが、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電
源アダプターとの二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モ
ードに対応する充電電流を決定することにさらに用いられる。
【００４９】
　第四態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第四態様のもう一つの実施形態は
、前記通信ユニットが、具体的に、前記電源アダプターが送信した第三コマンドを受信し
、前記第三コマンドは前記モバイル端末の現在支持できる最大充電電流を問うのに用いら
れることと、前記電源アダプターに前記第三コマンドの返信コマンドを送信し、前記第三
コマンドの返信コマンドは前記モバイル端末の現在支持できる最大充電電流を示し、前記
電源アダプターが前記最大充電電流に基づいて、前記急速充電モードに対応する充電電流
を決定することと、に用いられる。
【００５０】
　第四態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第四態様のもう一つの実施形態は
、前記通信ユニットが、前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に
充電する過程で、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電源アダ
プターとの二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記電源アダプターの
充電電流を絶え間なく調整することにさらに用いられる。
【００５１】
　第四態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第四態様のもう一つの実施形態は
、前記通信ユニットが、具体的に、前記電源アダプターが送信した第四コマンドを受信し
、前記第四コマンドが前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を問うのに用いられること
と、前記電源アダプターに前記第四コマンドの返信コマンドを送信し、前記第四コマンド
の返信コマンドが、前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を示し、前記電源アダプター
が前記電池の現在の電圧に基づいて、前記電源アダプターの充電電流を絶え間なく調整す
ることと、に用いられる。
【００５２】
　第四態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第四態様のもう一つの実施形態は
、前記通信ユニットが、前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に
充電する過程で、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電源アダ
プターとの二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェ
ースが接触不良であるか否かを決定することにさらに用いられる。
【００５３】
　第四態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第四態様のもう一つの実施形態は
、前記通信ユニットが、具体的に、前記電源アダプターが送信した第四コマンドを受信し
、前記第四コマンドが、前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を問うのに用いられるこ
とと、前記電源アダプターに前記第四コマンドの返信コマンドを送信し、前記第四コマン
ドの返信コマンドが前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を示し、前記電源アダプター
が、前記電源アダプターの充電電圧と前記電池の現在の電圧に基づいて、前記ＵＳＢイン
タフェースが接触不良であるか否かを決定することと、に用いられる。
【００５４】
　第四態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第四態様のもう一つの実施形態は
、その特徴は、前記通信ユニットが、前記電源アダプターが送信した前記ＵＳＢインタフ
ェースの接触不良を示す第五コマンドを受信することにさらに用いられることである。
【００５５】
　本発明の実施例では、電源アダプターが盲目的に出力電流を増大して急速充電をするの
ではなく、モバイル端末との二方向の通信により急速充電モードを採用できるかについて
の協議を行う必要がある。既存技術に比べ、急速充電過程の安全性が向上される。
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【図面の簡単な説明】
【００５６】
　本発明の実施例の中の技術案をさらに明白に説明するために、以下、本発明の実施例に
は必要な図面について簡単な説明を行う。明らかに、以下説明された図面は本発明の一部
の実施例に過ぎなく、通常の当業者にとって、創造的な努力を払わない前提で、これらの
図面を踏まえて、その他の図面を取得することもできる。
【図１】本発明の実施例の急速充電方法を示すフローチャートである。
【図２】本発明の実施例の急速充電方法を示すフローチャートである。
【図３】本発明の実施例の急速充電をスタートする過程の例示図である。
【図４】本発明の実施例の急速充電をスタートする過程の例示図である。
【図５】本発明の実施例の電源アダプターを示す構造図である。
【図６】本発明の実施例のモバイル端末を示す構造図である。
【発明を実施するための形態】
【００５７】
　以下、本発明の実施例の図面に基づいて、本発明実施例の中の技術案について、明白的
、完全的に説明する。説明された実施例は本発明の一部の実施例であり、全部の実施例で
はないことは明らかである。本発明の実施例に基づいて、普通の当業者が創造的な努力を
払わない前提で、取得したその他の実施例は、全て、本発明の保護する範囲に属すべきで
ある。
【００５８】
　図１は本発明の実施例の急速充電方法を示すフローチャートである。図１の方法は電源
アダプターに応用される。前記電源アダプターとモバイル端末とはユニバーサル・シリア
ル・バス（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ，ＵＳＢ）インタフェースを通じ
て接続され、当該ＵＳＢインタフェースは普通のＵＳＢインタフェースでもよいし、マイ
クロＵＳＢインタフェースでもよい。前記ＵＳＢインタフェースの中の電源線は前記電源
アダプターにより、前記モバイル端末に充電するために用いられ、前記ＵＳＢインタフェ
ースの中の電源線はＵＳＢインタフェースの中のＶＢＵＳケーブル及び／又は、グラウン
ドでもよい。前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルは、前記電源アダプターと
前記モバイル端末との二方向の通信に用いられ、当該データケーブルは、ＵＳＢインタフ
ェースの中のＤ＋ケーブル及び／又は、Ｄ－ケーブルでもよい。二方向の通信というのは
電源アダプターと端末と双方の情報交換を指す。前記電源アダプターは普通充電モードと
急速充電モードとを支持し、前記急速充電モードの充電電流は普通充電モードの充電電流
より大きい。例えば、普通充電モードの充電電流は一般的に２．５Ａより小さいが、急速
充電モードの充電電流は３Ａより大きくてもよい。
【００５９】
　図１の方法は、ステップ１１０とステップ１２０を含む。
【００６０】
　ステップ１１０
　前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記
モバイル端末との二方向の通信を行うことにより、前記急速充電モードで前記モバイル端
末に充電することを決定する。
【００６１】
　説明する必要があるのは、在電源アダプターとモバイル端末が前記モバイル端末に充電
するために、急速充電モードを採用するかについて協議を行う過程において、電源アダプ
ターがモバイル端末との接続状態を保つだけで、充電しないようにすることもできるし、
普通充電モードでモバイル端末に充電することもできるし、また、小電流でモバイル端末
に充電することもできる。本発明の実施例では、これに対して、具体的な限定をしない。
【００６２】
　ステップ１２０
　前記電源アダプターが充電電流を前記急速充電モードに対応する充電電流に調整し、前
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記モバイル端末に充電する。
【００６３】
　電源アダプターは急速充電モードでモバイル端末に充電することを決定してから、充電
電流を急速充電モードに対応する充電電流まで直接調整できるし、急速充電モードに対応
する充電電流について、モバイル端末と協議することもできる。例えば、モバイル端末に
あるバッテリの現在の電量に基づいて、急速充電モードに対応する充電電流を決定する。
【００６４】
　本発明の実施例では、電源アダプターが盲目的に出力電流を増大して急速充電をするの
ではなく、モバイル端末との二方向の通信により、急速充電モードを採用できるかについ
て協議を行う必要がある。既存技術に比べ、急速充電過程の安全性が向上される。
【００６５】
　好ましくは、一つの実施例として、ステップ１１０は、前記電源アダプターが前記モバ
イル端末に第一コマンドを送信し、前記第一コマンドは前記モバイル端末が前記急速充電
モードをスタートするか否かを問うのに用いられることと、前記電源アダプターが前記モ
バイル端末から前記第一コマンドの返信コマンドを受信し、前記第一コマンドの返信コマ
ンドが、前記モバイル端末が前記急速充電モードのスタートを同意することを示すことと
、を含む。
【００６６】
　好ましくは、一つの実施例として、前記電源アダプターが前記モバイル端末に第一コマ
ンドを送信する前に、前記方法は、前記電源アダプターと前記モバイル端末の間が前記普
通充電モードで充電をすることをさらに含む。前記電源アダプターが前記モバイル端末に
前記第一コマンドを送信することは、前記電源アダプターが前記普通充電モードの充電時
間が所定閾値より大きいことを決定してから、前記モバイル端末に前記第一コマンドを送
信することを含む。
【００６７】
　理解すべきなのは、前記電源アダプターが前記普通充電モードの充電時間が所定閾値よ
り大きいことを決定してから、電源アダプターが、端末がすでに自分が電源アダプターで
あることを識別したと考えて、急速充電を問う通信をスタートしてもよい。
【００６８】
　好ましくは、一つの実施例として、前記電源アダプターが前記モバイル端末に第一コマ
ンドを送信することは、前記電源アダプターが大なり又はイコール所定の電流閾値の充電
電流で所定の時間を充電したことを決定してから、前記モバイル端末に前記第一コマンド
を送信することを含む。
【００６９】
　好ましくは、一つの実施例として、ステップ１２０の前に、図１の方法は、前記電源ア
ダプターが、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記モバイル端末
との二方向の通信を行うことにより、前記急速充電モードに対応する充電電圧を決定する
ことと、前記電源アダプターが充電電圧を前記急速充電モードに対応する充電電圧に調整
することと、をさらに含める。
【００７０】
　好ましくは、一つの実施例として、ステップ１１０は、前記電源アダプターが前記モバ
イル端末に第二コマンドを送信し、前記第二コマンドは前記電源アダプターの現在の電圧
が前記急速充電モードの充電電圧として適切であるか否かを問うのに用いられること、前
記電源アダプターが前記モバイル端末が送信した前記第二コマンドの返信コマンドを受信
し、前記第二コマンドの返信コマンドは前記電源アダプターの現在の電圧の適切、高め又
は低めであることを示すことと、前記電源アダプターが第二コマンドの返信コマンドに基
づいて、前記急速充電モードの充電電圧を決定することと、をさらに含める。
【００７１】
　好ましくは、一つの実施例として、ステップ１２０の前に、図1の方法は前記電源アダ
プターが前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記モバイル端末と



(21) JP 2017-522844 A 2017.8.10

10

20

30

40

50

の二方向の通信を行うことにより、前記急速充電モードに対応する充電電流を決定するこ
とをさらに含める。
【００７２】
　好ましくは、一つの実施例として、前記電源アダプターは、前記ＵＳＢインタフェース
の中のデータケーブルを通じて、前記モバイル端末との二方向の通信を行うことにより、
前記急速充電モードに対応する充電電流を決定することは、前記電源アダプターが前記モ
バイル端末に第三コマンドを送信し、前記第三コマンドが、前記モバイル端末の現在支持
できる最大充電電流を問うのに用いられることと、前記電源アダプターが前記モバイル端
末が送信した前記第三コマンドの返信コマンドを受信し、前記第三コマンドの返信コマン
ドが、前記モバイル端末の現在支持できる最大充電電流を示すことと、前記電源アダプタ
ーが前記第三コマンドの返信コマンドに基づいて、前記急速充電モードの充電電流を決定
することと、を含める。
【００７３】
　前記電源アダプターは直接に前記最大充電電流を急速充電モードの充電電流として決定
してもよい、又は充電電流を当該最大充電電流より小さいある電流値に設定してもよい。
【００７４】
　好ましくは、一つの実施例として、図１の方法は、前記電源アダプターが前記急速充電
モードでモバイル端末に充電する過程で、前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェー
スの中のデータケーブルを通じて、前記モバイル端末との二方向の通信を行うことにより
、前記電源アダプターの充電電流を絶え間なく調整すること、をさらに含める。
【００７５】
　電源アダプターは、モバイル端末の現在の稼働状況を絶え間なく問い、充電電流を絶え
間なく調整できる。例えば、モバイル端末にあるバッテリの電圧、バッテリの電量などを
問う。
【００７６】
　好ましくは、一つの実施例として、前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースの
中のデータケーブルを通じて、前記モバイル端末との二方向の通信を行うことにより前記
電源アダプターの充電電流を絶え間なく調整することは、前記電源アダプターが前記モバ
イル端末に第四コマンドを送信し、前記第四コマンドが、前記モバイル端末内の電池の現
在の電圧を問うのに用いられることと、前記電源アダプターが前記モバイル端末が送信し
た前記第四コマンドの返信コマンドを受信し、前記第四コマンドの返信コマンドが、前記
モバイル端末内の電池の現在の電圧を示すことと、前記電源アダプターが前記電池の現在
の電圧に基づいて、前記充電電流を調整することと、を含める。
【００７７】
　好ましくは、一つの実施例として、前記電源アダプターが前記電池の現在の電圧に基づ
いて前記充電電流を調整することは、前記電源アダプターが前記電池の現在の電圧及び所
定の電池の電圧値と充電電流値との対応関係に基づいて、前記電源アダプターの充電電流
を前記電池の現在の電圧に対応する充電電流値に調整すること、を含む。
【００７８】
　具体的に、電源アダプターは事前にバッテリの電圧値と充電電流値との対応関係を保存
できる。
【００７９】
　好ましくは、一つの実施例として、図１の方法は、前記電源アダプターが前記急速充電
モードで前記モバイル端末に充電する過程で、前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフ
ェースの中のデータケーブルを通じて前記モバイル端末との二方向の通信を行うことによ
り、前記ＵＳＢインタフェースが接触不良であるか否かを決定することと、前記ＵＳＢイ
ンタフェースが接触不良であると決定した場合、前記電源アダプターが前記急速充電モー
ドから離脱することと、をさらに含める。
【００８０】
　好ましくは、一つの実施例として、前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースの
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中のデータケーブルを通じて、前記モバイル端末との二方向の通信を行うことにより、前
記ＵＳＢインタフェースが接触不良であるか否かを決定する前に、図１の方法は、前記電
源アダプターが前記モバイル端末から前記モバイル端末の通路インピーダンスを示す情報
を受信することをさらに含む。前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースの中のデ
ータケーブルを通じて、前記モバイル端末との二方向の通信を行うことにより、前記ＵＳ
Ｂインタフェースが接触不良であるか否かを決定することは、前記電源アダプターが前記
モバイル端末に第四コマンドを送信し、前記第四コマンドが、前記モバイル端末内の電池
の電圧を問うのに用いられることと、前記電源アダプターが前記モバイル端末が送信した
前記第四コマンドの返信コマンドを受信し、前記第四コマンドの返信コマンドが、前記モ
バイル端末内の電池の電圧を示すことと、前記電源アダプターが前記電源アダプターの充
電電圧と前記電池の電圧に基づいて、前記電源アダプターから前記電池リまでの通路イン
ピーダンスを決定することと、前記電源アダプターが前記電源アダプターから前記電池ま
での通路インピーダンス、前記モバイル端末の通路インピーダンス、及び前記電源アダプ
ターと前記モバイル端末との間の充電回路のインピーダンスに基づいて、ＵＳＢインタフ
ェースが接触不良であるか否かを決定することと、を含む。
【００８１】
　モバイル端末は事前に当該モバイル端末の通路インピーダンス1を記録できる。例えば
、同一規格のモバイル端末は構造が同じであるため、出荷設定において、当該モバイル端
末の通路インピーダンスを同値にする。また、電源アダプターは事前に充電回路の通路イ
ンピーダンス２を記録できる。電源アダプターはモバイル端末にあるバッテリの両端の電
圧を得た場合、電源アダプターからバッテリ両端までの電圧降下を踏まえて、すべての通
路の通路インピーダンス３を決定できる。通路インピーダンス３＞通路インピーダンス１
＋通路インピーダンス２、又は通路インピーダンス３－(通路インピーダンス１＋通路イ
ンピーダンス２)＞インピーダンス閾値である場合、ＵＳＢインタフェースが接続不良だ
と思われる。
【００８２】
　好ましくは、一つの実施例として、前記電源アダプターは前記急速充電モードから離脱
する前に、図１の方法は、前記電源アダプターが前記モバイル端末に前記ＵＳＢインタフ
ェースの接触不良を示す第五コマンドを送信すること、をさらに含める。
【００８３】
　電源アダプターは第五コマンドを送信した後、急速充電モードから離脱又はリセットし
てもよい。
【００８４】
　以上、図１に基づいて、電源アダプターの角度から本発明の実施例に基づいた急速充電
方法を詳細に説明した。以下、図２に基づいて、モバイル端末の角度から、本発明の実施
例に基づいた急速充電方法を説明する。
【００８５】
　理解すべきなのは、モバイル端末側が説明した電源アダプターと前記モバイル端末との
通信交換及び関連特性、機能などと電源アダプター側が説明したものとは相応的であり、
簡潔なため、重複した説明を適当に省く。
【００８６】
　図２は本発明の実施例の急速充電方法を示すフローチャートである。図２の方法はモバ
イル端末に応用される。前記モバイル端末と電源アダプターとはユニバーサル・シリアル
・バスＵＳＢインタフェースを通じて接続され、前記ＵＳＢインタフェースの中の電源線
は前記モバイル端末に充電することに用いられる。前記ＵＳＢインタフェースの中のデー
タケーブルが前記モバイル端末と前記電源アダプターとの二方向の通信に用いられる。前
記モバイル端末が普通充電モードと急速充電モードとを支持し、前記急速充電モードの充
電電流は普通充電モードの充電電流より大きい。図２の方法は、ステップ２１０及びステ
ップ２２０を含む。
【００８７】
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　ステップ２１０
　前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電
源アダプターとの二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが急速充電モード
で前記モバイル端末に充電することを決定することに用いられる。
【００８８】
　ステップ２２０
　前記モバイル端末が前記電源アダプターから急速充電モードに対応する充電電流を受け
入れ、前記モバイル端末内の電池に充電することに用いられる。
【００８９】
　本発明の実施例では、電源アダプターは盲目的に出力電流を増大して急速充電をするの
ではなく、モバイル端末との二方向の通信により、急速充電モードを採用できるかについ
て協議を行う必要がある。既存技術に比べ、急速充電過程の安全性が向上される。
【００９０】
　好ましくは、一つの実施例として、前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中
のデータケーブルを通じて、前記電源アダプターとの二方向の通信を行うことにより、前
記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電することを決定するこ
とは、前記モバイル端末が、前記電源アダプターが送信した第一コマンドを受信し、前記
第一コマンドは前記モバイル端末が前記急速充電モードをスタートするか否かを問うのに
用いられることと、前記モバイル端末が前記電源アダプターに前記第一コマンドの返信コ
マンドを送信し、前記第一コマンドの返信コマンドは前記モバイル端末が前記急速充電モ
ードのスタートを同意することを示すことと、を含む。
【００９１】
　好ましくは、一つの実施例として、前記モバイル端末は前記電源アダプターが発信した
第一コマンドを受信する前に、前記方法は、前記モバイル端末とお前記電源アダプターと
の間が前記普通充電モードで充電をすることをさらに含む。前記モバイル端末が、前記電
源アダプターが送信した第一コマンドを受信することは、前記電源アダプターが前記普通
充電モードの充電時間が所定閾値より大きいことを決定した後、前記モバイル端末が、前
記電源アダプターが送信した前記第一コマンドを受信することを含む。
【００９２】
　好ましくは、一つの実施例として、前記モバイル端末が前記電源アダプターから前記急
速充電モードに対応する充電電流を受け入れ、前記モバイル端末内の電池に充電する前に
、前記方法は、前記モバイル端末が、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを
通じて前記電源アダプターとの二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前
記急速充電モードに対応する充電電圧を決定することを含む。
【００９３】
　好ましくは、一つの実施例として、前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中
のデータケーブルを通じて、前記電源アダプターとの二方向の通信を行うことにより、前
記電源アダプターが前記急速充電モードに対応する充電電圧を決定することは、前記モバ
イル端末が、電源アダプターが送信した第二コマンドを受信し、前記第二コマンドは前記
電源アダプターの現在の電圧が前記急速充電モードの充電電圧として適切であるか否かを
問うのに用いられることと、前記モバイル端末が前記電源アダプターに前記第二コマンド
の返信コマンドを送信し、前記第二コマンドの返信コマンドは前記電源アダプターの現在
の電圧が適切、高め又は低めであることを示すことと、を含む。
【００９４】
　好ましくは、一つの実施例として、前記モバイル端末が前記電源アダプターから前記急
速充電モードに対応する充電電流を受け入れ、前記モバイル端末内の電池に充電する前に
、前記方法は、前記モバイル端末が、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを
通じて前記電源アダプターとの二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前
記急速充電モードに対応する充電電流を決定すること、を含む。
【００９５】
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　好ましくは、一つの実施例として、前記モバイル端末が、前記ＵＳＢインタフェースの
中のデータケーブルを通じて前記電源アダプターとの二方向の通信を行うことにより、前
記電源アダプターが前記急速充電モードに対応する充電電流を決定することは、前記モバ
イル端末が前記電源アダプターが送信した第三コマンドを受信し、前記第三コマンドは前
記モバイル端末の現在支持できる最大充電電流について問うのに用いられることと、前記
モバイル端末が前記電源アダプターに第三コマンドの返信コマンドを送信し、前記第三コ
マンドの返信コマンドは前記モバイル端末の現在支持できる最大充電電流を示し、前記電
源アダプターが前記最大充電電流に基づいて、急速充電モードに対応する充電電流を決定
することと、を含む。
【００９６】
　好ましくは、一つの実施例として、前記方法は、前記電源アダプターが前記急速充電モ
ードで前記モバイル端末に充電する過程で、前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェー
スの中のデータケーブルを通じて、前記電源アダプターとの二方向の通信を行うことによ
り、前記電源アダプターが前記電源アダプターの充電電流を絶え間なく調整すること、を
さらに含む。
【００９７】
　好ましくは、一つの実施例として、前記モバイル端末が、前記ＵＳＢインタフェースの
中のデータケーブルを通じて前記電源アダプターとの二方向の通信を行うことにより、前
記電源アダプターが前記電源アダプターの充電電流を絶え間なく調整することは、前記モ
バイル端末が電源アダプターが送信した第四コマンドを受信し、前記第四コマンドは前記
モバイル端末内の電池の現在の電圧を問うのに用いられることと、前記モバイル端末が前
記電源アダプターに前記第四コマンドの返信コマンドを送信し、前記第四コマンドの返信
コマンドは前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を示し、前記電源アダプターが前記電
池の現在の電圧に基づいて、前記電源アダプターの充電電流を絶え間なく調整することと
、を含む。
【００９８】
　好ましくは、一つの実施例として、前記方法は、前記電源アダプターが前記急速充電モ
ードで前記モバイル端末に充電する過程で、前記モバイル端末が、前記ＵＳＢインタフェ
ースの中のデータケーブルを通じて前記電源アダプターとの二方向の通信を行うことによ
り、前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースが接触不良であるか否かを決定する
こと、をさらに含む。
【００９９】
　好ましくは、一つの実施例として、前記モバイル端末が、前記ＵＳＢインタフェースの
中のデータケーブルを通じて前記電源アダプターとの二方向の通信を行うことにより、前
記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースが接触不良であるか否かを決定することは
、前記モバイル端末が前記電源アダプターが送信した第四コマンドを受信し、前記第四コ
マンドは前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を問うのに用いられることと、前記モバ
イル端末が前記電源アダプターに前記第四コマンドの返信コマンドを送信し、前記第四コ
マンドの返信コマンドは前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を示し、前記電源アダプ
ターが前記電源アダプターの充電電圧と前記電池の現在の電圧に基づいて、前記ＵＳＢイ
ンタフェースが接触不良であるか否かを決定することと、を含む。
【０１００】
　好ましくは、一つの実施例として、前記方法は、前記モバイル端末が前記電源アダプタ
ーが送信した第五コマンドを受信し、前記第五コマンドは前記ＵＳＢインタフェースの接
触不良を示すこと、をさらに含む。
【０１０１】
　以下、具体的な例に合わせて、本発明の実施例をさらに詳しく説明する。注意すべきな
のは、図３から図４までの例が当業者の本発明の実施例を理解するのに役立つものに過ぎ
ず、本発明の実施例は例示された具体的数値又は具体的シーンに限定されるわけではない
。当業者はあげられた図３から図４までの例を踏まえて、明らかに各種等価の修正又は変
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化を行われ、このような修正又は変化も本発明の実施例の範囲に属する。
【０１０２】
　図３は本発明の実施例の急速充電をスタートする過程の例示図である。
【０１０３】
　図３のように急速充電の開始過程は全部で五つの段階を含む。
【０１０４】
　段階１
【０１０５】
　電源アダプターは時間Ｔ１内で連続的に出力電流が大なりイコールＩ２であることを測
定した場合、モバイル端末の電源アダプター類別識別（即ち、その充電をするのは電源ア
ダプターであり、パソコンなどその他の電子機器ではない）がすでに完成したと思われ、
通信を開始し、急速充電（又はライトニング充電という）をスタートするかをモバイル端
末に問うコマンド１を送信する。電源アダプターはモバイル端末の急速充電を同意しない
ことを受けたら、電流を繰り返しに測定し、電流が依然大なりイコールＩ２である場合、
再び要請を行い、モバイル端末か急速充電を同意するという返信が出るまで、又は電流が
大なりイコールＩ２である条件を満たさなくなるまでこういう循環を繰り返す。モバイル
端末は急速充電を同意してから、第２段階に入る。
【０１０６】
　段階２
【０１０７】
　電源アダプターは電源アダプターの電圧が適切であるかを問う第二コマンドをモバイル
端末に送信し、モバイル端末から高め又は低めという返信を得た場合、相応的に１ランク
を調整し、再び電源アダプターの電圧が適切であるかをモバイル端末に問う。モバイル端
末から適切な位置であるという返信が出るまで、循環を繰り返し。モバイル端末から適切
な位置であるという返信が出たら、第３段階に入る。
【０１０８】
　段階３
【０１０９】
　電源アダプターはモバイル端末から電源アダプターの電圧が適切であるという返信を受
けてから、モバイル端末の現在支持する最大充電電流を問うコマンド３を送信して、第４
段階に入る。
【０１１０】
　段階４、５
【０１１１】
　電源アダプターはモバイル端末から返信した電流値を踏まえて、出力電流を指定値まで
設定し、定電流段階に入るとともに、電源アダプターは一定の時間を間隔に、モバイル端
末にあるバッテリの電圧を問うコマンド４を送信し、また、バッテリの電圧を踏まえて、
ＵＳＢが接触良好であるか、及び充電電流を下げる必要があるかを判断する。電源アダプ
ターはＵＳＢ接触不良であることを判断した場合、コマンド５を送信してから、リセット
する。
【０１１２】
　説明する必要があるのは、
【０１１３】
　１）段階１では、モバイル端末はコマンド１を返答する時、データの中には段階５でＵ
ＳＢインタフェースの接続状況の判断に用いられる端末の通路インピーダンスが付いても
よい。
【０１１４】
　２）段階２では、モバイル端末の急速充電を同意したことから電源アダプターの電圧が
適切値に調整されたまでの時間を一定範囲に抑えられ、モバイル端末が異常と判定し、急
速充電を停止することを防ぐ。
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【０１１５】
　３）段階２では、電源アダプターの電圧はバッテリの電圧ΔＶより高いに調整された場
合、端末は適切と返答してもよい。（ΔＶは２００－５００ｍＡに設定されてもいい）
【０１１６】
　４）段階４では、電流の上昇速度を一定範囲に抑えられ、速度が速すぎることにより、
急速充電が異常になり、中断されるおそれがあることを防ぐ。
【０１１７】
　５）段階５では、定電流モードの電流制御精度をできる限り５％以内に抑えてもいい。
【０１１８】
　６）段階５では、電源アダプターが通路インピーダンスをリアルタイムにモニターリン
グする。電源アダプターの電圧と現在の充電電流の測定及び読み取ったバッテリの電圧を
通じて、急速充電通路全体のインピーダンスを計算する。通路インピーダンス>端末の通
路インピーダンス+急速充電データケーブルのインピーダンスが測定された場合、ＵＳＢ
の接続不良だと思われ、急速充電を停止する。
【０１１９】
　７）急速充電に入ってから、急速充電が異常充電になり、中断されることを防ぐために
、毎回の通信の間隔を一定の範囲内に抑えた方がよい。
【０１２０】
　８）急速充電の中止は回復可能と回復不可能という二種類に分ける。
　１、モバイル端末は急速充電段階において、バッテリがフル状態になった又はＵＳＢの
接続不良であったことを測定した場合、急速充電を停止し、電源アダプターは急速充電の
流れをスタートしなくてもよい。
　２、モバイル端末と電源アダプターには通信異常が現れた場合、電源アダプターは急速
充電を停止してもよい。電源アダプターは停止した後、急速充電を再開できる。
　３、モバイル端末はバッテリの異常を測定した場合、急速充電を停止でき、バッテリが
正常に回復してから、急速充電の流れを再開する。
【０１２１】
　以下、図４に基づいて、急速充電の過程を一つ例示する。図4に示された全体の流れと
図３に説明された流れはほぼ対応している。
【０１２２】
　図４から見て分かり、電源アダプターは最初ＤＣＰモードであり、即ち、Ｄ＋、Ｄ－短
絡モードである。普通充電モードでモバイル端末に充電する。第一コマンドを送信する前
に、電源アダプターはデータケーブルが急速充電データケーブルであるかをも判断でき、
具体的判断方法が複数ある。例えば、データケーブルに識別回路を加え、電源アダプター
は当該識別回路との情報交換を通じて、当該データケーブが急速充電データケーブルであ
るかを判断する。また、説明する必要があるのは、急速充電の全体の流れでは、通信異常
又はインピーダンス異常が現れた場合、電源アダプターは急速充電の流れから離脱又はリ
セットできる。
【０１２３】
　以上、図１から図４までに合わせて、本発明の実施例に基づいた急速充電方法を詳しく
説明した。以下、図５から図８までに合わせて、本発明の実施例に基づいた電源アダプタ
ー及びモバイル端末を詳しく説明する。
【０１２４】
　図５は本発明の実施例の電源アダプターを示した構造図である。図５にある電源アダプ
ター５００は図１から図４までの電源アダプターによる実行した各ステップを実現でき、
重複を避けるために、ここではこれ以上詳しく説明しない。
【０１２５】
　具体的に言うと、前記電源アダプター５００とモバイル端末とはユニバーサル・シリア
ル・バスのＵＳＢインタフェースを通じて接続され、前記ＵＳＢインタフェースの中の電
源線は前記電源アダプター５００が前記モバイル端末に充電することに用いられ、前記Ｕ
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ＳＢインタフェースの中のデータケーブルは前記電源アダプター５００と前記モバイル端
末との二方向の通信に用いられ、前記電源アダプター５００は普通充電モードと急速充電
モードとを支持し、前記急速充電モードの充電電流は普通充電モードの充電電流より大き
い。前記電源アダプター５００は、通信回路５１０及び電流調整回路５２０を含む。
【０１２６】
　通信回路５１０は、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記モ
バイル端末との二方向の通信を行うことにより、前記急速充電モードで前記モバイル端末
に充電することを決定することに用いられる。
【０１２７】
　電流調整回路５２０は、充電電流を前記急速充電モードに対応する充電電流に調整し、
前記モバイル端末に充電することに用いられる。
【０１２８】
　本発明の実施例では、電源アダプターは盲目的に出力電流を増大して急速充電をするの
ではなく、モバイル端末との二方向の通信により、急速充電モードを採用できるか否かに
ついて協議を行う必要がある。既存技術に比べ、急速充電過程の安全性が向上される。
【０１２９】
　好ましくは、一つの実施例として、前記電通信回路５１０は、具体的に、前記モバイル
端末に第一コマンドを送信し、前記第一コマンドは前記モバイル端末が前記急速充電モー
ドをスタートするか否かを問うのに用いられることと、前記モバイル端末から前記第一コ
マンドの返信コマンドを受信し、前記前記第一コマンドの返信コマンドは前記モバイル端
末が前記急速充電モードのスタートを同意することを示すことと、に用いられる。
【０１３０】
　好ましくは、一つの実施例として、前記電源アダプター５００は、前記モバイル端末と
の間に前記普通充電モードで充電することに用いられる電力変換回路をさらに含む。前記
通信回路５１０は、具体的に、前記普通充電モードの充電時間が所定の閾値より大きいこ
とを決定した後、前記モバイル端末に前記第一コマンドを送信することに用いられる。
【０１３１】
　好ましくは、一つの実施例として、前記通信回路５１０は、前記ＵＳＢインタフェース
の中のデータケーブルを通じて前記モバイル端末との二方向の通信を行うことにより、前
記急速充電モードに対応する充電電圧を決定することにさらに用いられる。前記電源アダ
プター５００は充電電圧を前記急速充電モードに対応する充電電圧に調整することに用い
られる電圧調整回路をさらに含む。
【０１３２】
　好ましくは、一つの実施例として、前記通信回路５１０は、前記モバイル端末に第二コ
マンドを送信し、前記第二コマンドは前記電源アダプター５００の現在の電圧が前記急速
充電モードの充電電圧として適切であるか否かを問うのに用いられることと、前記モバイ
ル端末が送信した前記第二コマンドの返信コマンドを受信し、前記第二コマンドの返信コ
マンドは前記電源アダプター５００の現在の電圧が適切、高め又は低めであることを示す
ことと、にも用いられる。前記電源調整回路は、具体的に第二コマンドの返信コマンドに
基づいて、前記急速充電モードの充電電圧を決定することに用いられる。
【０１３３】
　好ましくは、一つの実施例として、前記通信回路５１０は、具体的には、前記ＵＳＢイ
ンタフェースの中のデータケーブルを通じて前記モバイル端末との二方向の通信を行うこ
とにより、前記急速充電モードに対応する充電電流を決定することに用いられる。
【０１３４】
　好ましくは、一つの実施例として、前記通信回路５１０は、具体的に、前記モバイル端
末に第三コマンドを送信し、前記第三コマンドは前記モバイル端末の現在支持できる最大
充電電流を問うのに用いられることと、前記モバイル端末が送信した前記第三コマンドの
返信コマンドを受信し、前記第三コマンドの返信コマンドは前記モバイル端末の現在支持
できる最大充電電流を示すことと、前記第三コマンドの返信コマンドに基づいて、前記急
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速充電モードの充電電流を決定することと、に用いられる、
【０１３５】
　好ましくは、一つの実施例として、前記通信回路５１０は、前記電源アダプター５００
が前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電する過程で、前記ＵＳＢインタフェース
の中のデータケーブルを通じて、前記モバイル端末との二方向の通信を行うことにより、
前記電源アダプター５００の充電電流を絶え間なく調整することにさらに用いられる。
【０１３６】
　好ましくは、一つの実施例として、前記通信回路５１０は、具体的に、前記モバイル端
末に第四コマンドを送信し、前記第四コマンドは前記モバイル端末内の電池の現在の電圧
を問うのに用いられることと、前記モバイル端末が送信した前記第四コマンドの返信コマ
ンドを受信し、前記第四コマンドの返信コマンドは前記モバイル端末内の電池の現在の電
圧を示すことと、に用いられる。前記電流調整回路５２０は、具体的に、前記電池の現在
の電圧に基づいて、前記充電電流を調整することに用いられる。
【０１３７】
　好ましくは、一つの実施例として、前記電流調整回路５２０は、具体的に、前記電池の
現在の電圧及び所定の電池の電圧値と充電電流値との対応関係に基づいて、前記電源アダ
プター５００の充電電流を前記電池の現在の電圧に対応する充電電流値に調整することに
用いられる。
【０１３８】
　好ましくは、一つの実施例として、前記通信回路５１０は、前記電源アダプター５００
が前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電する過程で、前記ＵＳＢインタフェース
の中のデータケーブルを通じて、前記モバイル端末との二方向の通信を行うことにより、
前記ＵＳＢインタフェースが接触不良であるか否かを決定することと、前記ＵＳＢインタ
フェースが接触不良であると決定した場合、前記急速充電モードから離脱することに、さ
らに用いられる。
【０１３９】
　好ましくは、一つの実施例として、前記通信回路５１０は、具体的に、前記モバイル端
末から前記モバイル端末の通路インピーダンスを示す情報を受信することと、前記モバイ
ル端末が送信した前記第四コマンドの返信コマンドを受信し、前記第四コマンドの返信コ
マンドは前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を示すことと、前記電源アダプター５０
０の充電電圧と前記電池の電圧に基づいて、前記電源アダプター５００から前記電池まで
の通路インピーダンスを決定することと、前記電源アダプター５００から前記電池までの
通路インピーダンス、前記モバイル端末の通路インピーダンス、及び前記電源アダプター
５００と前記モバイル端末との間の充電回路の通路インピーダンスを基づいて、ＵＳＢイ
ンタフェースが接触不良であるか否かを決定することと、に用いられる。
【０１４０】
　好ましくは、一つの実施例として、前記通信回路５１０は、前記モバイル端末に前記Ｕ
ＳＢインタフェースの接触不良を示す第五コマンドを送信することにさらに用いられる。
【０１４１】
　図６は本発明の実施例のモバイル端末を示した構造図である。図６では、モバイル端末
６００と電源アダプターとはユニバーサル・シリアル・バスＵＳＢインタフェースを通じ
て接続され、前記ＵＳＢインタフェースの中の電源線は前記モバイル端末６００に充電す
ることに用いられ、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルは前記モバイル端末
６００と前記電源アダプターとの二方向の通信に用いられ、前記モバイル端末６００は普
通充電モードと急速充電モードとを支持し、前記急速充電モードの充電電流は前記普通充
電モードの充電電流より大きい。前記モバイル端末６００は、通信回路６１０及び充電回
路６２０を含む。
【０１４２】
　通信回路６１０は、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電
源アダプターとの二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モ
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ードで前記モバイル端末６００に充電することを決定することに用いられる。
【０１４３】
　充電回路６２０は、前記電源アダプターから前記急速充電モードに対応する充電電流を
受け入れ、前記モバイル端末６００内の電池に充電することに用いられる。
【０１４４】
　本発明の実施例では、電源アダプターは盲目的に出力電流を増大して急速充電をするの
ではなく、モバイル端末との二方向の通信により、急速充電モードを採用できるか否かに
ついて協議を行う必要がある。既存技術に比べ、急速充電過程の安全性が向上される。
【０１４５】
　好ましくは、一つの実施例として、前記通信回路６１０は、具体的に、前記電源アダプ
ターが送信した第一コマンドを受信し、前記第一コマンドは前記モバイル端末６００が前
記急速充電モードをスタートするか否かを問うのに用いられることと、前記電源アダプタ
ーに前記第一コマンドの返信コマンドを送信し、前記第一コマンドの返信コマンドは前記
モバイル端末６００が前記急速充電モードのスタートを同意することを示すことと、に用
いられる。
【０１４６】
　好ましくは、一つの実施例として、前記充電回路６２０は、前記電源アダプターとの間
に普通充電モードで充電することにさらに用いられる。前記通信回路６１０は、具体的に
前記電源アダプターが前記普通充電モードの充電時間が所定閾値より大きいことを決定し
た後、前記電源アダプターが送信した前記第一コマンドを受信することに用いられる。
【０１４７】
　好ましくは、一つの実施例として、前記通信回路６１０は、前記ＵＳＢインタフェース
の中のデータケーブルを通じて、前記電源アダプターとの二方向の通信を行うことにより
、前記電源アダプターが前記急速充電モードに対応する充電電圧を決定することにさらに
用いられる。
【０１４８】
　好ましくは、一つの実施例として、前記通信回路６１０は、具体的に電源アダプターが
送信した第二コマンドを受信し、前記第二コマンドは前記電源アダプターの現在の電圧が
前記急速充電モードの充電電圧として適切であるか否かを問うのに用いられることと、前
記電源アダプターに前記第二コマンドの返信コマンドを送信し、前記第二コマンドの返信
コマンドは前記電源アダプターの現在の電圧が適切、高め又は低めであることを指示する
ことを示すことと、に用いられる。
【０１４９】
　好ましくは、一つの実施例として、前記通信回路６１０は、前記ＵＳＢインタフェース
の中のデータケーブルを通じて、前記電源アダプターとの二方向の通信を行うことにより
、前記電源アダプターが前記急速充電モードに対応する充電電流を決定することにさらに
用いられる。
【０１５０】
　好ましくは、一つの実施例として、前記通信回路６１０は、具体的に前記電源アダプタ
ーが送信した第三コマンドを受信し、前記第三コマンドは前記モバイル端末６００の現在
支持できる最大充電電流を問うのに用いられることと、前記電源アダプターに前記第三コ
マンドの返信コマンドを送信し、前記第三コマンドの返信コマンドは前記モバイル端末６
００の現在支持できる最大充電電流を示し、前記電源アダプターが前記最大充電電流に基
づいて、前記急速充電モードに対応する充電電流を決定することと、に用いられる。
【０１５１】
　好ましくは、一つの実施例として、前記通信回路６１０は、前記電源アダプターが前記
急速充電モードでモバイル端末６００に充電する過程で、前記ＵＳＢインタフェースの中
のデータケーブルを通じて、前記電源アダプターとの二方向の通信を行うことにより、前
記電源アダプターが前記電源アダプターの充電電流を絶え間なく調整することにさらに用
いられる。
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【０１５２】
　好ましくは、一つの実施例として、前記通信回路６１０は、具体的に、前記電源アダプ
ターが送信した第四コマンドを受信し、前記第四コマンドは前記モバイル端末６００内の
電池の現在の電圧を問うのに用いられることと、前記電源アダプターに前記第四コマンド
の返信コマンドを送信し、前記第四コマンドの返信コマンドは前記モバイル端末６００内
の電池の現在の電圧を示し、前記電源アダプターが前記電池の電圧に基づいて、前記電源
アダプターの充電電流を絶え間なく調整することと、に用いられる。
【０１５３】
　好ましくは、一つの実施例として、前記通信回路６１０は、前記電源アダプターが前記
急速充電モードでモバイル端末６００に充電する過程で、前記ＵＳＢインタフェースの中
のデータケーブルを通じて、前記電源アダプターとの二方向の通信を行うことにより、前
記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースが接触不良であるか否かを決定することに
さらに用いられる。
【０１５４】
　好ましくは、一つの実施例として、前記通信回路６１０は、具体的に前記電源アダプタ
ーが送信した第四コマンドを受信し、前記第四コマンドは前記モバイル端末６００内の電
池の現在の電圧を問うのに用いられることと、前記電源アダプターに前記第四コマンドの
返信コマンドを送信し、前記第四コマンドの返信コマンドは前記モバイル端末６００内の
電池の現在の電圧を示し、前記電源アダプターが前記電源アダプターの充電電圧と前記電
池の現在の電圧に基づいて、前記ＵＳＢインタフェースが接触不良であるか否かを決定す
ることと、に用いられる。
【０１５５】
　好ましくは、一つの実施例として、前記通信回路６１０は、前記電源アダプターが送信
した前記ＵＳＢインタフェースの接触不良を示す第五コマンドを受信することにさらに用
いられる。
【０１５６】
　通常の当業者は、本文で公開される実施例で説明された各例示するユニット及びアルゴ
リズムステップに合わせて、電子ハードウェアと、又はコンピューターソフトウェアと電
子ハードウェアの組み合わせとで、実現できる。これらの機能がハードウェア、又はソフ
トウェアによる実行されるのかどうかは、技術方案の特定応用と設計の拘束条件による。
当業者はすべての特定応用に対して、異なる方法で説明された機能を実現できるが、この
ような実現は本発明の範囲を超えたと考えるべきではない。
【０１５７】
　当業者ははっきり理解できるのは、説明上の便利と簡潔のため、以上説明されたシステ
ム、装置とユニットの具体的な稼働過程は前記方法の実施例で記載された対応的過程を参
考にでき、ここではこれ以上説明しない。
【０１５８】
　本出願で提供されたいくつの実施例において理解できるのは、開示されたシステム、装
置、および方法は、その他の形態を通じて実現できる。例えば、以上説明された装置の実
施例は単なる暗示的ものであり、例えば、前記ユニットの区分は単なる一種の論理機能の
区分であり、実際に実現する際に、ほかの区分方式があってもよい。例えば、複数のユニ
ット又はモジュールはもう一つのシステムに組み合わせられる又は集成されることができ
、又はいくつの特徴を無視できる又は実行しなくてもよい。もう一点、表示又は議論され
た相互間の結合又は直接結合又は通信接続が一部のインタフェース、装置又はユニットの
間接結合又は通信接続を通じてもよい、電気的、機械又はその他の形でよい。
【０１５９】
　前記分離部材として説明されたユニットは物理的に分かれてもよいし、又は別れなくて
もいい。ユニットの表示部品として、物理的なユニットでもよいし、又は物理的なユニッ
トでなくてもよい。即ち、一つの場所に位置してもよいし、又は複数のネットユニットに
分布していてもよい。実際の需要を踏まえて、そのうちの一部又はすべてのユニットを選
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【０１６０】
　また、本発明の各実施例にある各機能ユニットは一つの処理ユニットに集約されてもい
いし、各ユニットが単独に物理的に存在してもよい。また、二つ、又は二つ以上のユニッ
トは一つのユニットに集約されていてもよい。
【０１６１】
　前記機能は、ソフト機能ユニットという形で実現され、さらに独立な製品として販売又
は使用されるなら、ひとつのコンピューター読み取り可能の記憶媒体に保存してもよい。
このような理解に基づいて、本発明の技術方案の本質上又は既存技術に貢献した部分又は
当該技術案の一部はソフトウェア製品の形で表されることができる。当該コンピューター
ソフトウェア製品は一つの記憶媒体に保存し、一つのコンピューター設備（パソコン、サ
ーバー、又はネット設備等でよい）を本発明の各実施例で記述された方法の全部あるは一
部のステップを実行させる若干のコマンドを含む。しかし前記記憶媒体はＳＵＢメモリー
と、移動ハードディスクと、読み出し専用メモリー（ＲＯＭ，Ｒｅａｄ－Ｏｎｌｙ－Ｍｅ
ｍｏｒｙ）と、ランダムアクセスメモリー（ＲＡＭ，Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅ
ｍｏｒｙ）と、磁気ディスクと、又はＣＤなど各種のプログラムコードを保存できる媒体
を含む。
【０１６２】
　以上は単なる本発明の具体的実施形態であるが、本発明の保護範囲はこれだけに限定さ
れない。あらゆる当業者は本発明が披露した技術範囲内において、簡単に思いつく変化又
は取り替えは、みな本発明の保護範囲内に入るべき。従って、本発明の保護範囲は請求の
範囲に記載された保護範囲を基準にすることを記載されるべきである。
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【手続補正書】
【提出日】平成28年12月16日(2016.12.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　急速充電方法であって、
　前記方法は電源アダプターに応用され、前記電源アダプターとモバイル端末とはユニバ
ーサル・シリアル・バスのＵＳＢインタフェースを通じて接続され、
　前記ＵＳＢインタフェースの中の電源線は前記電源アダプターが前記モバイル端末に充
電することに用いられ、
　前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルは前記電源アダプターと前記モバイル
端末との二方向の通信に用いられ、
　前記電源アダプターは普通充電モードと急速充電モードとを支持し、前記急速充電モー
ドの充電電流は前記普通充電モードの充電電流より大きく、
　前記方法は、
　前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記
モバイル端末と二方向の通信を行うことにより、前記急速充電モードで前記モバイル端末
に充電することを決定するステップと、
　前記電源アダプターが充電電流を前記急速充電モードに対応する充電電流に調整し、前
記モバイル端末に充電するステップと、を含む急速充電方法。
【請求項２】
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　前記方法は、
　前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記
モバイル端末と二方向の通信を行うことにより、前記急速充電モードに対応する充電電圧
を決定するステップと、
　前記電源アダプターが充電電圧を前記急速充電モードに対応する充電電圧に調整するス
テップとをさらに含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記方法は、
前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記モ
バイル端末と二方向の通信を行うことにより、前記急速充電モードに対応する充電電流を
決定するステップをさらに含む請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　前記方法は、
　前記電源アダプターが前記急速充電モードでモバイル端末に充電する過程で、前記電源
アダプターが、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記モバイル端
末と二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターの充電電流を絶え間なく調整す
るステップをさらに含む請求項１ないし３のいずれかに記載の方法。
【請求項５】
　前記方法は、
　前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電する過程で、前記
電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記モバイル
端末と二方向の通信を行うことにより、前記ＵＳＢインタフェースが接触不良であるか否
かを決定するステップと、
　前記ＵＳＢインタフェースが接触不良であると決定した場合、前記電源アダプターが前
記急速充電モードから離脱するステップと、をさらに含む請求項１ないし４のいずれかに
記載の方法。
【請求項６】
　急速充電方法であって、前記方法はモバイル端末に応用され、前記モバイル端末と電源
アダプターとはユニバーサル・シリアル・バスのＵＳＢインタフェースを通じて接続され
、前記ＵＳＢインタフェースの中の電源線は前記モバイル端末に充電することに用いられ
、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルが前記モバイル端末と前記電源アダプ
ターとの二方向の通信に用いられ、前記モバイル端末が普通充電モードと急速充電モード
とを支持し、前記急速充電モードの充電電流は前記普通充電モードの充電電流より大きく
、前記方法は、
　前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電
源アダプターと二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが急速充電モードで
前記モバイル端末に充電することを決定するステップと、
　前記モバイル端末が前記電源アダプターから急速充電モードに対応する充電電流を受け
入れ、前記モバイル端末内の電池に充電するステップと、を含む急速充電方法。
【請求項７】
　前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電源
アダプターと二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モード
で前記モバイル端末に充電することを決定するステップは、
　前記モバイル端末が、前記電源アダプターが送信した第一コマンドを受信し、前記第一
コマンドが、前記モバイル端末が前記急速充電モードをスタートするか否かを問うのに用
いられるステップと、
　前記モバイル端末が前記電源アダプターに前記第一コマンドの返信コマンドを送信し、
前記第一コマンドの返信コマンドは、前記モバイル端末が前記急速充電モードのスタート
を同意することを示すステップと、を含む請求項６に記載の方法。
【請求項８】
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　前記方法は、
　前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電
源アダプターと二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モー
ドに対応する充電電圧を決定するステップを含む請求項６または７に記載の方法。
【請求項９】
　前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電
源アダプターと二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モー
ドに対応する充電電圧を決定するステップは、
　前記モバイル端末が電源アダプターが送信した第二コマンドを受信し、前記第二コマン
ドが、前記電源アダプターの現在の電圧が前記急速充電モードの充電電圧として適切であ
るか否かを問うのに用いられるステップと、
　前記モバイル端末が前記電源アダプターに前記第二コマンドの返信コマンドを送信し、
前記第二コマンドの返信コマンドは、前記電源アダプターの現在の電圧が適切、高め又は
低めであることを示すステップと、を含む請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記方法は、
　前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電
源アダプターと二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モー
ドに対応する充電電流を決定するステップを含む請求項６ないし９のいずれかに記載の方
法。
【請求項１１】
　前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電
源アダプターと二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モー
ドに対応する充電電流を決定するステップは、
　前記モバイル端末が前記電源アダプターが送信した第三コマンドを受信し、前記第三コ
マンドが、前記モバイル端末の現在支持できる最大充電電流を問うのに用いられるステッ
プと、
　前記モバイル端末が前記電源アダプターに第三コマンドの返信コマンドを送信し、前記
第三コマンドの返信コマンドは前記モバイル端末の現在支持できる最大充電電流を示し、
前記電源アダプターが、前記最大充電電流に基づいて急速充電モードに対応する充電電流
を決定するステップと、を含む請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　前記方法は、
　前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電する過程で、前記
モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電源アダプ
ターと二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記電源アダプターの充電
電流を絶え間なく調整するステップ、をさらに含む請求項６ないし１１のいずれかに記載
の方法。
【請求項１３】
　前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電
源アダプターと二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記電源アダプタ
ーの充電電流を絶え間なく調整するステップは、
　前記モバイル端末が、電源アダプターが送信した第四コマンドを受信し、前記第四コマ
ンドが、前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を問うのに用いられるステップと、
　前記モバイル端末が前記電源アダプターに前記第四コマンドの返信コマンドを送信し、
　前記第四コマンドの返信コマンドが前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を示し、前
記電源アダプターが前記電池の現在の電圧に基づいて、前記電源アダプターの充電電流を
絶え間なく調整するステップと、を含む請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記方法は、
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　前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電する過程で、前記
モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電源アダプ
ターと二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記ＵＳＢインタフェース
が接触不良であるか否かを決定するステップ、をさらに含む請求項７ないし１３のいずれ
かに記載の方法。
【請求項１５】
　前記モバイル端末が前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電
源アダプターと二方向の通信を行うことにより、前記電源アダプターが、前記ＵＳＢイン
タフェースが接触不良であるか否かを決定するステップは、
　前記モバイル端末が、前記電源アダプターが送信した第四コマンドを受信し、前記第四
コマンドが、前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を問うのに用いられるステップと、
前記モバイル端末が、前記電源アダプターに前記第四コマンドの返信コマンドを送信し、
前記第四コマンドの返信コマンドが前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を示し、前記
電源アダプターが、前記電源アダプターの充電電圧と前記電池の現在の電圧に基づいて、
前記ＵＳＢインタフェースが接触不良であるか否かを決定するステップと、を含む請求項
１４に記載の方法。
【請求項１６】
　電源アダプターであって、前記電源アダプターとモバイル端末とはユニバーサル・シリ
アル・バスのＵＳＢインタフェースを通じて接続され、前記ＵＳＢインタフェースの中の
電源線は、前記電源アダプターが前記モバイル端末に充電することに用いられ、前記ＵＳ
Ｂインタフェースの中のデータケーブルは、前記電源アダプターと前記モバイル端末との
二方向の通信に用いられ、前記電源アダプターは、普通充電モードと急速充電モードを支
持し、前記急速充電モードの充電電流は、前記普通充電モードの充電電流より大きく、
　前記電源アダプターは、
　前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記モバイル端末と二方向の
通信を行い、前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電することを決定することに用
いられる通信ユニットと、
　充電電流を前記急速充電モードに対応する充電電流に調整し、前記モバイル端末に充電
することに用いられる電流調整ユニットと、を含む電源アダプター。
【請求項１７】
　前記通信ユニットは、具体的に、
　前記モバイル端末に第一コマンドを送信し、前記第一コマンドが、前記モバイル端末が
前記急速充電モードをスタートするか否かを問うのに用いられることと、
　前記モバイル端末から前記第一コマンドの返信コマンドを受信し、前記前記第一コマン
ドの返信コマンドが、前記モバイル端末が前記急速充電モードのスタートを同意すること
を示すことと、に用いられる請求項１６に記載の電源アダプター。
【請求項１８】
　前記電源アダプターは、
　前記モバイル端末との間に前記普通充電モードで充電することに用いられる電力変換ユ
ニットをさらに含み、
　前記通信ユニットは、具体的に、
　前記普通充電モードの充電時間が所定の閾値より大きいことを決定した後、前記モバイ
ル端末に前記第一コマンドを送信することに用いられる請求項１７に記載の電源アダプタ
ー。
【請求項１９】
　前記通信ユニットは、前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記モ
バイル端末と二方向の通信を行うことにより、前記急速充電モードに対応する充電電圧を
決定することにさらに用いられ、
　前記電源アダプターは、
充電電圧を前記急速充電モードに対応する充電電圧に調整することに用いられる電圧調整



(36) JP 2017-522844 A 2017.8.10

ユニットをさらに含む請求項１６ないし１８のいずれかに記載の電源アダプター。
【請求項２０】
　前記通信ユニットは、
　前記モバイル端末に第二コマンドを送信し、前記第二コマンドが、前記電源アダプター
の現在の電圧が前記急速充電モードの充電電圧として適切であるか否かを問うのに用いら
れることと、
　前記モバイル端末が送信した前記第二コマンドの返信コマンドを受信し、前記第二コマ
ンドの返信コマンドが、前記電源アダプターの現在の電圧が適切、高め又は低めであるこ
とを示すことと、に用いられ、
　前記電圧調整ユニットは、具体的に、
前記第二コマンドの返信コマンドに基づいて、前記急速充電モードの充電電圧を決定する
ことに用いられる請求項１９に記載の電源アダプター。
【請求項２１】
　前記通信ユニットは、具体的に、
前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記モバイル端末と二方向の
通信を行うことにより、前記急速充電モードに対応する充電電流を決定することに用いら
れる請求項１６ないし２０のいずれかに記載の電源アダプター。
【請求項２２】
　前記通信ユニットは、具体的に、
前記モバイル端末に第三コマンドを送信し、前記第三コマンドが、前記モバイル端末の現
在支持できる最大充電電流を問うのに用いられることと、
　前記モバイル端末が送信した前記第三コマンドの返信コマンドを受信し、前記第三コマ
ンドの返信コマンドが、前記モバイル端末の現在支持できる最大充電電流を示すことと、
前記第三コマンドの返信コマンドに基づいて、前記急速充電モードの充電電流を決定する
ことと、に用いられる請求項２１に記載の電源アダプター。
【請求項２３】
　前記通信ユニットは、
　前記電源アダプターが、前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電する過程で、前
記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記モバイル端末と二方向の通信
を行うことにより、前記電源アダプターの充電電流を絶え間なく調整することにさらに用
いられる請求項１６ないし２２のいずれかに記載の電源アダプター。
【請求項２４】
　前記通信ユニットは、具体的に、
　前記モバイル端末に第四コマンドを送信し、前記第四コマンドが、前記モバイル端末内
の電池の現在の電圧を問うのに用いられることと、
前記モバイル端末が送信した前記第四コマンドの返信コマンドを受信し、前記第四コマン
ドの返信コマンドが、前記モバイル端末内の電池の現在の電圧を示すことと、に用いられ
、
　前記電流調整ユニットは、具体的に、
前記電池の現在の電圧に基づいて、前記充電電流を調整することに用いられる請求項２３
に記載の電源アダプター。
【請求項２５】
　前記通信ユニットは、
　前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電する過程で、前記
ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記モバイル端末と二方向の通信を
行うことにより、前記ＵＳＢインタフェースが接触不良であるか否かを決定することと、
　前記ＵＳＢインタフェースが接触不良であると決定した場合、前記急速充電モードから
離脱することに、さらに用いられる請求項１６ないし２４のいずれかに記載の電源アダプ
ター。
【請求項２６】
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　前記通信ユニットは、具体的に、
　前記モバイル端末から、前記モバイル端末の通路インピーダンスを示す情報を受信する
ことと、
　前記モバイル端末が送信した前記第四コマンドの返信コマンドを受信し、前記第四コマ
ンドの返信コマンドが前記モバイル端末内の電池の電圧を示すことと、
　前記電源アダプターの充電電圧と前記電池の電圧に基づいて、前記電源アダプターから
前記電池までの通路インピーダンスを決定することと、
　前記電源アダプターから前記電池までの通路インピーダンス、前記モバイル端末の通路
インピーダンス、及び前記電源アダプターと前記モバイル端末との間の充電回路の通路イ
ンピーダンスに基づいて、ＵＳＢインタフェースが接触不良であるか否かを決定すること
と、に用いられる請求項２５に記載の電源アダプター。
【請求項２７】
　モバイル端末であって、前記モバイル端末と電源アダプターとはユニバーサル・シリア
ル・バスのＵＳＢインタフェースを通じて接続され、前記ＵＳＢインタフェースの中の電
源線は前記モバイル端末に充電することに用いられ、前記ＵＳＢインタフェースの中のデ
ータケーブルは前記モバイル端末と前記電源アダプターとの二方向の通信に用いられ、前
記モバイル端末は普通充電モードと急速充電モードを支持し、前記急速充電モードの充電
電流は前記普通充電モードの充電電流より大きく、
　前記モバイル端末は、
前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電源アダプターと二方向の
通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に
充電することを決定することに用いられる通信ユニットと、
　前記電源アダプターから前記急速充電モードに対応する充電電流を受け入れ、前記モバ
イル端末内の電池に充電することに用いられる充電ユニットと、を含むモバイル端末。
【請求項２８】
　前記通信ユニットは、
前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電源アダプターと二方向
の通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モードに対応する充電電圧
を決定することにさらに用いられる請求項２７のいずれかに記載のモバイル端末。
【請求項２９】
　前記通信ユニットは、
前記ＵＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて前記電源アダプターと二方向の
通信を行うことにより、前記電源アダプターが前記急速充電モードに対応する充電電流を
決定することにさらに用いられる請求項２７または２８に記載のモバイル端末。
【請求項３０】
　前記通信ユニットは、
前記電源アダプターが前記急速充電モードで前記モバイル端末に充電する過程で、前記Ｕ
ＳＢインタフェースの中のデータケーブルを通じて、前記電源アダプターと二方向の通信
を行うことにより、前記電源アダプターが前記電源アダプターの充電電流を絶え間なく調
整することにさらに用いられる請求項２７ないし２９に記載のモバイル端末。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
第三態様又はその上記実施形態のいずれかにおいて、第三態様のもう一つの実施形態は、
前記通信ユニットが、前記モバイル端末に第二コマンドを送信し、前記第二コマンドは前
記電源アダプターの現在の電圧が前記急速充電モードの充電電圧として適切であるか否か
を問うのに用いられることと、前記モバイル端末が送信した前記第二コマンドの返信コマ
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ンドを受信し、前記第二コマンドの返信コマンドが、前記電源アダプターの現在の電圧が
適切、高め又は低めであることを示すことと、に用いられ、前記電圧調整ユニットは、具
体的に、前記第二コマンドの返信コマンドに基づいて前記急速充電モードの充電電圧を決
定することに用いられる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２３】
　以上、図１から図４までに合わせて、本発明の実施例に基づいた急速充電方法を詳しく
説明した。以下、図５から図６までに合わせて、本発明の実施例に基づいた電源アダプタ
ー及びモバイル端末を詳しく説明する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３２】
　好ましくは、一つの実施例として、前記通信回路５１０は、前記モバイル端末に第二コ
マンドを送信し、前記第二コマンドは前記電源アダプター５００の現在の電圧が前記急速
充電モードの充電電圧として適切であるか否かを問うのに用いられることと、前記モバイ
ル端末が送信した前記第二コマンドの返信コマンドを受信し、前記第二コマンドの返信コ
マンドは前記電源アダプター５００の現在の電圧が適切、高め又は低めであることを示す
ことと、にも用いられる。前記電圧調整ユニットは、具体的に第二コマンドの返信コマン
ドに基づいて、前記急速充電モードの充電電圧を決定することに用いられる。
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